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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、共有周波数帯域の１つまたは複数の周波数チャネルのた
めの無線リソース管理（ＲＲＭ）測定構成を受信することと、前記ＲＲＭ測定構成が、前
記１つまたは複数の周波数チャネルのための少なくとも１つのチャネル占有測定パラメー
タを備え、ここにおいて、前記少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータが、受信信
号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）観測期間を備える、
　前記少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータに従って前記１つまたは複数の周波
数チャネルのための少なくとも１つのチャネル占有メトリックを決定することと、ここに
おいて、前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックが、前記ＲＳＳＩ観測期間にわた
ってＲＳＳＩしきい値を上回るＲＳＳＩ測定値の割合を示す、
　サービングセルに前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックを報告することと
　を備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータが、ＲＳＳＩ測定期
間、前記ＲＳＳＩしきい値、１つまたは複数のフィルタ処理パラメータ、あるいはそれら
の組合せを備える、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックが、前記ＲＳＳＩ観測期間にわたって平
均ＲＳＳＩまたはフィルタ処理ＲＳＳＩのうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記
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載の方法。
【請求項３】
　前記ＲＳＳＩ観測期間は、物理レイヤがＲＳＳＩの測定値を報告する連続数のシンボル
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＲＳＳＩ観測期間が、少なくとも１つのＲＳＳＩ測定期間を備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックを報告することが、１つまたは複数のサ
ービングセル、１つまたは複数の周波数内ネイバーセル、あるいはそれらの組合せについ
て報告することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックを決定することが、共有周波数帯域の少
なくとも１つのネイバー周波数について信号量を測定しながら、それと同時に１次セルを
介してサービング基地局と通信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つまたは複数の周波数チャネルのための前記少なくとも１つのチャネル占有メト
リックが、サービングセルからの１つまたは複数の発見基準信号（ＤＲＳ）送信を含む時
間期間について決定され、ここにおいて、前記決定することが、前記１つまたは複数のＤ
ＲＳ送信についての測定された受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）から前記サービン
グセルに関連する基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）を減算することを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　共有周波数帯域の少なくとも１つの周波数チャネルのチャネル選択のための少なくとも
１つのチャネル占有メトリックを報告するために少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）を
基地局によって構成することと、ここにおいて、前記構成することが、前記少なくとも１
つの周波数チャネルのための少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータを示す前記少
なくとも１つの周波数チャネルのためのそれぞれの無線リソース管理（ＲＲＭ）測定構成
を送ることを備え、ここにおいて、前記少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータが
、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）観測期間を備える、
　前記少なくとも１つのＵＥから、前記それぞれのＲＲＭ測定構成に従って決定された前
記少なくとも１つのチャネル占有メトリックを受信することと、ここにおいて、前記少な
くとも１つのチャネル占有メトリックが、前記ＲＳＳＩ観測期間にわたってＲＳＳＩしき
い値を上回るＲＳＳＩ測定値の割合を示す、
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックに少なくとも部分的に基づいて前記基地
局の２次セルのための周波数チャネルを識別することと
　を備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータが、ＲＳＳＩ測定期
間、前記ＲＳＳＩしきい値、１つまたは複数のフィルタ処理パラメータ、あるいはそれら
の組合せを備える、方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックが、前記ＲＳＳＩ観測期間にわたって平
均ＲＳＳＩまたはフィルタ処理ＲＳＳＩのうちの少なくとも１つを備える、請求項８に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記ＲＳＳＩ観測期間は、物理レイヤがＲＳＳＩの測定値を報告する連続数のシンボル
を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＲＳＳＩ観測期間が、少なくとも１つのＲＳＳＩ測定期間を備える、請求項８に記
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載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックを報告することが、１つまたは複数のサ
ービングセル、１つまたは複数の周波数内ネイバーセルについて報告することを備える、
請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行されたとき、
　　少なくとも１つの周波数チャネルのためのチャネル選択支援のための測定値を報告す
るために少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）を基地局によって構成することと、ここに
おいて、前記構成することが、前記少なくとも１つの周波数チャネルについてのチャネル
占有に関連する少なくとも１つのパラメータを示す前記少なくとも１つの周波数チャネル
のためのそれぞれの無線リソース管理（ＲＲＭ）測定構成を送ることを備え、ここにおい
て、チャネル占有に関連する前記少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータが、受信
信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）観測期間を備える、
　　前記少なくとも１つのＵＥから、前記ＲＲＭ測定構成に従って測定された少なくとも
１つのチャネル占有メトリックを受信することと、ここにおいて、前記少なくとも１つの
チャネル占有メトリックが、前記ＲＳＳＩ観測期間にわたってＲＳＳＩしきい値を上回る
ＲＳＳＩ測定値の割合を示す、
　　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックに少なくとも部分的に基づいて前記基
地局の２次セルのための周波数チャネルを識別することと
　を前記装置に行わせるように動作可能であり、
　ここにおいて、前記ＲＲＭ測定構成が、前記少なくとも１つの周波数チャネルに関連す
る少なくとも１つのＲＳＳＩ測定パラメータを備え、前記少なくとも１つのＲＳＳＩ測定
パラメータが、ＲＳＳＩ測定期間、前記ＲＳＳＩしきい値、またはそれらの組合せを備え
る、装置。
【請求項１４】
　前記命令は、前記プロセッサによって実行されたとき、前記ＲＳＳＩ観測期間にわたる
平均ＲＳＳＩ、または前記少なくとも１つの周波数チャネルの前記ＲＳＳＩ測定値が前記
ＲＳＳＩ観測期間の前記ＲＳＳＩしきい値を上回る時間量のインジケータ、あるいはそれ
らの組合せを前記装置に報告させるように動作可能である、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ＲＳＳＩ観測期間が、少なくとも１つのＲＳＳＩ測定期間を備える、請求項１４に
記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１６年４月２６日に出
願された、「ＲＲＭ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｎｄ　Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｆｏｒ　
Ｌｉｃｅｎｓｅ　Ａｓｓｉｓｔｅｄ　Ａｃｃｅｓｓ」と題する、Ｖａｊａｐｅｙａｍらに
よる米国特許出願第１５／１３８，７６９号、および２０１５年５月１３日に出願された
、「ＲＲＭ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｎｄ　Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｆｏｒ　ＬＡＡ」
と題する、Ｖａｊａｐｅｙａｍらによる米国仮特許出願第６２／１６１，１６７号の優先
権を主張する。
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、ライセンス支援アクセス
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（ＬＡＡ：license assisted access）のための無線リソース管理（ＲＲＭ：radio resou
rce management）測定および報告に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
およびブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波
数、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可
能であり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シ
ステム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、（たとえば、ロングタ
ームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム）がある。ワイヤレス多元接続通
信システムは、場合によってはユーザ機器（ＵＥ）として知られていることがある、複数
の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得る
。
【０００４】
　[0004]ＬＴＥまたはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークでは、基地局およ
びＵＥは、ネットワーク事業者に認可された専用周波数スペクトルを介して通信し得る。
認可された事業者ネットワーク（たとえば、セルラーネットワークなど）は、パブリック
ランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）として知られていることがある。専用（たとえ
ば、認可）無線周波数帯域を使用するセルラーネットワークにおけるデータトラフィック
の増加とともに、少なくとも一部のデータトラフィックを免許不要すなわち共有無線周波
数スペクトルにオフロードすることにより、データ伝送容量とリソースの効率的な使用と
が向上され得る。免許不要および共有無線周波数スペクトルはまた、専用無線周波数スペ
クトルへのアクセスが利用不可能であるエリア中でサービスを与え得る。「免許不要スペ
クトル」は、ライセンスなしの使用のために利用可能なスペクトルを概して指し、アクセ
スおよび送信電力に関する技術的ルールに通常従わなければならない。共有スペクトルは
、１つまたは複数の事業者に認可されたスペクトルを概して指すが、いくつかのデバイス
共存手順に従う（たとえば、２つ以上の認可事業者を有する認可無線周波数スペクトル帯
域、優先事業者を有するがリソースの日和見的共有を提供する認可無線周波数スペクトル
帯域など）。
【０００５】
　[0005]事前協調されたリソース割振りなしの認可または共有周波数スペクトルの共有周
波数リソースへのアクセスの競合解消のためにリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen
 before talk）手順が使用され得る。ＬＢＴ手順は、共有チャネルが利用可能であるかど
うかを決定するためにクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment
）手順を実施することを含み得る。共有チャネルが利用可能であると決定されたとき、デ
バイスは、データ送信の前にチャネルを予約するための信号を送信し得る。他のデバイス
は、送信を検出するために予約信号について監視し得、また、共有チャネルがビジーであ
るか空いているかを決定するためにエネルギー検出を使用して共有チャネルを監視し得る
。
【０００６】
　[0006]共有無線周波数スペクトル上でＬＴＥ信号波形を使用する動作はＬＴＥアンライ
センスト（ＬＴＥ－Ｕ：LTE（登録商標）-Unlicensed）動作と呼ばれることがあり、ＬＴ
Ｅ－Ｕ動作をサポートするＬＴＥデバイスはＬＴＥ－Ｕデバイスと呼ばれることがある。
免許不要すなわち共有周波数スペクトルにおいてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａキャリアを使用する
動作は、共有スペクトル中のＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡキャリアがＵＥのための１次セルとして
使用され得るスタンドアロン動作モードで使用されるか、あるいは、ＵＥが認可スペクト
ル帯域における１次セルと免許不要すなわち共有周波数スペクトルにおける１つまたは複
数のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ２次セルとのキャリアアグリゲーションのために構成された、ラ
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イセンスト支援アクセス（ＬＡＡ）モードで使用され得る。
【０００７】
　[0007]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、無線リソース管理（ＲＲＭ）は、スケジ
ューリング、電力制御、ハンドオーバ、および負荷分散を含む、無線リソースを管理する
ための手順を含む。ＵＥによって実施されるＲＲＭ手順は、サービス連続性およびリソー
ス管理のためのサービングセルおよびネイバーセルの測定および報告を含む。たとえば、
セル測定値は、ＵＥをいつハンドオーバすべきかを決定するために、またはサービングセ
ルのチャネル選択のために使用され得る。免許不要すなわち共有周波数スペクトルにおけ
るセルはＬＢＴ手順に従わなければならないことがあるので、専用スペクトルのために設
計されたＲＲＭセル測定および報告手順は、免許不要すなわち共有周波数スペクトルの間
でリソースを効率的に割り振るのに不十分な情報しか与えないことがある。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]免許不要すなわち共有周波数スペクトルにおいて動作するライセンス支援アクセ
ス（ＬＡＡ）セルのための無線リソース管理（ＲＲＭ）測定および報告のための方法、シ
ステム、およびデバイスについて説明する。ユーザ機器（ＵＥ）が、共有周波数帯域のネ
イバーセルを測定するためのチャネル占有パラメータを含むＲＲＭ測定構成を受信し得る
。チャネル占有パラメータは、セル選択のために基地局に送られ得るチャネル占有メトリ
ックを決定するために使用され得る。チャネル占有メトリックは、平均またはフィルタ処
理受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ：received signal strength indicator）を含み
得、サービングセルおよび／または周波数内ネイバーセルについて報告され得る。基地局
が、拡張発見基準信号（ＤＲＳ：discovery reference signal）測定タイミング構成（Ｄ
ＭＴＣ：DRS measurement timing configuration）でＵＥをさらに構成し得る。ＵＥは、
拡張ＤＭＴＣに従ってネイバーセルからのＤＲＳ送信について探索し得る。ＵＥは、次い
で、サービング基地局に探索の結果を報告し得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信の方法について説明する。本方法は、ユーザ機器（ＵＥ）におい
て、共有周波数帯域の１つまたは複数の周波数チャネルのための無線リソース管理（ＲＲ
Ｍ）測定構成を受信することと、ＲＲＭ測定構成が、１つまたは複数の周波数チャネルの
ための少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータを備える、少なくとも１つのチャネ
ル占有測定パラメータに従って１つまたは複数の周波数チャネルのための少なくとも１つ
のチャネル占有メトリックを決定することと、サービングセルに少なくとも１つのチャネ
ル占有メトリックを報告することとを含み得る。
【００１０】
　[0010]ワイヤレス通信のための装置について説明する。本装置は、ユーザ機器（ＵＥ）
において、共有周波数帯域の１つまたは複数の周波数チャネルのための無線リソース管理
（ＲＲＭ）測定構成を受信するための手段と、ＲＲＭ測定構成が、１つまたは複数の周波
数チャネルのための少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータを備える、少なくとも
１つのチャネル占有測定パラメータに従って１つまたは複数の周波数チャネルのための少
なくとも１つのチャネル占有メトリックを決定するための手段と、サービングセルに少な
くとも１つのチャネル占有メトリックを報告するための手段とを含み得る。
【００１１】
　[0011]さらなる装置について説明する。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通
信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、ユーザ機器（ＵＥ
）において、共有周波数帯域の１つまたは複数の周波数チャネルのための無線リソース管
理（ＲＲＭ）測定構成を受信することと、ＲＲＭ測定構成が、１つまたは複数の周波数チ
ャネルのための少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータを備える、少なくとも１つ
のチャネル占有測定パラメータに従って１つまたは複数の周波数チャネルのための少なく
とも１つのチャネル占有メトリックを決定することと、サービングセルに少なくとも１つ
のチャネル占有メトリックを報告することとをプロセッサに行わせるように動作可能であ
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り得る。
【００１２】
　[0012]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。非一
時的コンピュータ可読媒体は、ユーザ機器（ＵＥ）において、共有周波数帯域の１つまた
は複数の周波数チャネルのための無線リソース管理（ＲＲＭ）測定構成を受信することと
、ＲＲＭ測定構成が、１つまたは複数の周波数チャネルのための少なくとも１つのチャネ
ル占有測定パラメータを備える、少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータに従って
１つまたは複数の周波数チャネルのための少なくとも１つのチャネル占有メトリックを決
定することと、サービングセルに少なくとも１つのチャネル占有メトリックを報告するこ
ととをプロセッサに行わせる命令を含み得る。
【００１３】
　[0013]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータは、受信信号強度インジケータ（
ＲＳＳＩ）観測期間、ＲＳＳＩ測定期間、ＲＳＳＩしきい値、１つまたは複数のフィルタ
処理パラメータ、あるいはそれらの組合せを備える。
【００１４】
　[0014]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、少なくとも１つのチャネル占有メトリックは、ＲＳＳＩ測定値がＲＳＳＩ観測期
間にわたってＲＳＳＩしきい値を上回る時間の割合を示す。上記で説明した方法、装置、
または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、少なくとも１つのチャネル占
有メトリックは、ＲＳＳＩ観測期間にわたって平均ＲＳＳＩまたはフィルタ処理ＲＳＳＩ
のうちの少なくとも１つを備える。
【００１５】
　[0015]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、ＲＳＳＩ観測期間は、物理レイヤがＲＳＳＩの測定値を報告する連続数のシンボ
ルを備える。上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、ＲＳＳＩ観測期間は、少なくとも１つのＲＳＳＩ測定期間を備える。
【００１６】
　[0016]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、少なくとも１つのチャネル占有メトリックを報告することは、１つまたは複数の
サービングセル、１つまたは複数の周波数内ネイバーセル、あるいはそれらの組合せにつ
いて報告することを備える。
【００１７】
　[0017]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例は、少なくとも１つのチャネル占有メトリックが、共有周波数帯域の少なくとも１つの
ネイバー周波数について信号量を測定しながら、それと同時に１次セルを介してサービン
グ基地局と通信することを備えると決定するためのプロセス、特徴、手段、または命令を
さらに含み得る。
【００１８】
　[0018]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、１つまたは複数の周波数チャネルのための少なくとも１つのチャネル占有メトリ
ックは、サービングセルからの１つまたは複数の発見基準信号（ＤＲＳ）送信を含む時間
期間について決定され、ここで、決定することは、１つまたは複数のＤＲＳ送信について
の測定された受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）からサービングセルに関連する基準
信号受信電力（ＲＳＲＰ）を減算することを備える。
【００１９】
　[0019]ワイヤレス通信の方法について説明する。本方法は、共有周波数帯域の少なくと
も１つの周波数チャネルのチャネル選択のための少なくとも１つのチャネル占有メトリッ
クを報告するために少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）を基地局によって構成すること
と、ここにおいて、構成することが、少なくとも１つの周波数チャネルのための少なくと
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も１つのチャネル占有測定パラメータを示す少なくとも１つの周波数チャネルのためのそ
れぞれの無線リソース管理（ＲＲＭ）測定構成を送ることを備える、少なくとも１つのＵ
Ｅから、それぞれのＲＲＭ測定構成に従って決定された少なくとも１つのチャネル占有メ
トリックを受信することと、少なくとも１つのチャネル占有メトリックに少なくとも部分
的に基づいて基地局の２次セルのための周波数チャネルを識別することとを含み得る。
【００２０】
　[0020]ワイヤレス通信のための装置について説明する。本装置は、共有周波数帯域の少
なくとも１つの周波数チャネルのチャネル選択のための少なくとも１つのチャネル占有メ
トリックを報告するために少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）を基地局によって構成す
るための手段と、ここにおいて、構成することが、少なくとも１つの周波数チャネルのた
めの少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータを示す少なくとも１つの周波数チャネ
ルのためのそれぞれの無線リソース管理（ＲＲＭ）測定構成を送ることを備える、少なく
とも１つのＵＥから、それぞれのＲＲＭ測定構成に従って決定された少なくとも１つのチ
ャネル占有メトリックを受信するための手段と、少なくとも１つのチャネル占有メトリッ
クに少なくとも部分的に基づいて基地局の２次セルのための周波数チャネルを識別するた
めの手段とを含み得る。
【００２１】
　[0021]さらなる装置について説明する。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通
信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、共有周波数帯域の
少なくとも１つの周波数チャネルのチャネル選択のための少なくとも１つのチャネル占有
メトリックを報告するために少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）を基地局によって構成
することと、ここにおいて、構成することが、少なくとも１つの周波数チャネルのための
少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータを示す少なくとも１つの周波数チャネルの
ためのそれぞれの無線リソース管理（ＲＲＭ）測定構成を送ることを備える、少なくとも
１つのＵＥから、それぞれのＲＲＭ測定構成に従って決定された少なくとも１つのチャネ
ル占有メトリックを受信することと、少なくとも１つのチャネル占有メトリックに少なく
とも部分的に基づいて基地局の２次セルのための周波数チャネルを識別することとをプロ
セッサに行わせるように動作可能であり得る。
【００２２】
　[0022]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。非一
時的コンピュータ可読媒体は、共有周波数帯域の少なくとも１つの周波数チャネルのチャ
ネル選択のための少なくとも１つのチャネル占有メトリックを報告するために少なくとも
１つのユーザ機器（ＵＥ）を基地局によって構成することと、ここで、構成することが、
少なくとも１つの周波数チャネルのための少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータ
を示す少なくとも１つの周波数チャネルのためのそれぞれの無線リソース管理（ＲＲＭ）
測定構成を送ることを備える、少なくとも１つのＵＥから、それぞれのＲＲＭ測定構成に
従って決定された少なくとも１つのチャネル占有メトリックを受信することと、少なくと
も１つのチャネル占有メトリックに基づいて基地局の２次セルのための周波数チャネルを
識別することとをプロセッサに行わせる命令を含み得る。
【００２３】
　[0023]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータは、受信信号強度インジケータ（
ＲＳＳＩ）観測期間、ＲＳＳＩ測定期間、ＲＳＳＩしきい値、１つまたは複数のフィルタ
処理パラメータ、あるいはそれらの組合せを備える。上記で説明した方法、装置、または
非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、少なくとも１つのチャネル占有メト
リックは、ＲＳＳＩ測定値がＲＳＳＩ観測期間にわたってＲＳＳＩしきい値を上回る時間
の割合を示す。
【００２４】
　[0024]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、少なくとも１つのチャネル占有メトリックは、ＲＳＳＩ観測期間にわたって平均
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ＲＳＳＩまたはフィルタ処理ＲＳＳＩのうちの少なくとも１つを備える。上記で説明した
方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ＲＳＳＩ観測期
間は、物理レイヤがＲＳＳＩの測定値を報告する連続数のシンボルを備える。
【００２５】
　[0025]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、ＲＳＳＩ観測期間は、少なくとも１つのＲＳＳＩ測定期間を備える。上記で説明
した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、少なくとも１
つのチャネル占有メトリックが、１つまたは複数のサービングセル、１つまたは複数の周
波数内ネイバーセルについて報告することを備えると報告するためのプロセス、特徴、手
段、または命令をさらに含み得る。
【００２６】
　[0026]本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって
実現され得る。添付の図面では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る
。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成
要素の間で区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベ
ルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず
、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】[0027]本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのための無線リ
ソース管理（ＲＲＭ）測定および報告をサポートするワイヤレス通信システムの一例を示
す図。
【図２】[0028]共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ測定および報告の様々な態様
が採用され得るワイヤレス通信環境の一例を示す図。
【図３】[0029]本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ
測定および報告のための拡張を示す流れ図。
【図４Ａ】[0030]本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのための周波
数間ＲＲＭ報告イベントトリガリングを示す例示的な図。
【図４Ｂ】本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのための周波数間Ｒ
ＲＭ報告イベントトリガリングを示す例示的な図。
【図５】[0031]本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ
測定および報告のための発見基準信号（ＤＲＳ）測定タイミング構成（ＤＭＴＣ）ウィン
ドウの例示的な図。
【図６】[0032]本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ
測定および報告の測定ギャップの例示的な図。
【図７】[0033]本開示の様々な態様による、共有スペクトルネイバーセル報告におけるセ
ルのための検出されたタイミングオフセットの例示的な図。
【図８】[0034]本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ
測定および報告のための受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）測定値の例示的な図。
【図９】[0035]本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ
測定および報告をサポートするワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１０】本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ測定
および報告をサポートするワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１１】本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ測定
および報告をサポートするワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１２】[0036]本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲ
Ｍ測定および報告をサポートするユーザ機器（ＵＥ）を含むシステムのブロック図。
【図１３】[0037]本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲ
Ｍ測定および報告をサポートする基地局を含むシステムのブロック図。
【図１４】[0038]本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲ
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Ｍ測定および報告の方法を示す図。
【図１５】本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ測定
および報告の方法を示す図。
【図１６】本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ測定
および報告の方法を示す図。
【図１７】本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ測定
および報告の方法を示す図。
【図１８】本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ測定
および報告の方法を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　[0039]説明する特徴は、共有周波数スペクトル帯域におけるセルのための無線リソース
管理（ＲＲＭ）測定および報告のための改善されたシステム、方法、または装置に概して
関係する。共有スペクトルセルは、専用スペクトル（たとえば、ライセンス支援アクセス
（ＬＡＡ）など）において１次セル（ＰＣｅｌｌ）で構成されたユーザ機器（ＵＥ）によ
ってキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成で使用され得る。共有スペクトルセルは、Ｕ
Ｅによる使用のために構成された共有スペクトル中に２次セル（ＳＣｅｌｌ）を含む。追
加または代替として、共有スペクトル中の周波数は、２次セルのために現在使用されてい
ないかまたはＵＥによる使用のために構成されていないセルに関連付けられ得る。したが
って、共有スペクトルセルという用語は、ＵＥのための通信のために現在構成されていな
いセルに関連付けられた、構成されたサービングセルおよび周波数を含むように広く解釈
されるべきである。本明細書で使用する共有スペクトルまたは共有周波数スペクトル帯域
は、免許不要であるかまたは複数の事業者によって共有される（たとえば、複数の事業者
に認可される、優先事業者に認可されるが他の事業者によって日和見的に共有される、な
ど）スペクトルを指す。
【００２９】
　[0040]場合によっては、共有スペクトル帯域は、デバイス製造業者間の規定または同意
によって、複数のチャネルに分割されることがあり、ここで、各チャネルは、あらかじめ
定義された帯域幅（たとえば、２０ＭＨｚなど）を有し得る。共有チャネル（たとえば、
共有周波数スペクトル帯域のチャネル）上で送信する前に、基地局またはＵＥは、共有チ
ャネルが利用可能であるかどうかを決定するためにＣＣＡ手順を実施し得る。チャネルが
利用可能であると基地局またはＵＥが決定した場合、それは、チャネルを予約するために
プリアンブル信号を送信し得る。他のデバイスは、プリアンブルまたは送信を検出し、チ
ャネルがクリアになるまでチャネル上で送信するのをバックオフし得る。そのような手順
はリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）手順と呼ばれることがある。チャネル選択は、共有
周波数スペクトル帯域において通信に使用するためのチャネルを識別するための手順を概
して指す。
【００３０】
　[0041]共有スペクトルにおいて構成されたＳＣｅｌｌのＲＲＭ測定値は、（たとえば、
認可周波数スペクトル帯域におけるＰＣｅｌｌのフレームタイミングに対して）構成され
たＤＲＳ測定タイミング構成（ＤＭＴＣ）ウィンドウ内の構成された位置において（ＬＢ
Ｔに従って）生じるＤＲＳに主に基づく。アクティブにされたサービングセルの場合、Ｄ
ＲＳ測定値は、ＵＥによって受信されるデータバースト中に、場合によっては他の基準信
号（ＲＳ）（たとえば、復調基準信号（ＤＭＲＳ）、セル固有基準信号（ＣＲＳ）、チャ
ネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）など）と組み合わされ得る。
【００３１】
　[0042]周波数ｆ１が周波数ｆ２よりも良いオフセットになるときにトリガされるように
構成された測定イベントを利用してチャネル選択を改善するための技法について説明する
。測定イベントのために構成された周波数ｆ１およびｆ２は、構成されたＳＣｅｌｌ、共
有スペクトル中の候補セル、または他の周波数チャネルに関連付けられ得る。共有スペク
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トルセルのための周波数間イベントトリガリングは、共有スペクトルセルを利用するＵＥ
のためのチャネル選択をｅＮＢが改善することを可能にし得る。
【００３２】
　[0043]共有スペクトルのための周波数間および周波数内ネイバーセル測定および報告の
ための技法について説明する。いくつかの例では、周波数間測定ギャップが、（たとえば
、非ＬＡＡセルに影響を及ぼすことなしに）１つまたは複数の構成されたＬＡＡ　ＳＣｅ
ｌｌに適用され得る。測定ギャップは、自律的に実施されるか、（たとえば、既知のデー
タバーストギャップ中になど）ベストエフォートベースで実施されるか、またはサービン
グｅＮＢによって構成され得る。周波数内ネイバーセルについての探索が、探索期間また
はウィンドウ持続時間に従って構成され得るＤＭＴＣウィンドウ中に実施され得る。拡張
ＤＭＴＣウィンドウは、探索ウィンドウをある一定の間隔で拡張するように構成され得る
。拡張ＤＭＴＣウィンドウは、周期的に実施されるように構成され得るか、またはサービ
ングｅＮＢから要求を受信したときに実施され得る。
【００３３】
　[0044]共有スペクトルにおけるセルについての受信電力の指示（たとえば、受信信号強
度インジケータ（ＲＳＳＩ）など）を報告するための構成のための技法について説明する
。ＲＳＳＩ報告は、ＲＳＳＩ観測期間、ＲＳＳＩ測定期間、またはＲＳＳＩしきい値に従
って構成され得る。ＲＳＳＩ報告は、ＲＳＳＩ観測期間のＲＳＳＩしきい値を上回ったＲ
ＳＳＩ測定値の数または割合を示し得る、平均またはフィルタ処理（たとえば、フィルタ
処理された無限インパルス応答（ＩＩＲ）などの）ＲＳＳＩまたはＲＳＳＩプロファイル
（たとえば、チャネル占有）を報告することを含み得る。
【００３４】
　[0045]共有スペクトルにおけるネイバーセルについての拡張報告のための技法について
説明する。いくつかの例では、ネイバーセルについての報告は、ネイバーセルについて検
出されたダウンリンクタイミングオフセットに基づき得る。たとえば、検出されたタイミ
ングオフセットはネイバーセルについて報告され得るか、またはネイバーセルはタイミン
グオフセットに従ってグループ化され得る。グループ化は、ＰＣｅｌｌからの検出された
タイミングオフセットと、構成されたタイミングオフセットしきい値とに基づき得るか、
またはネイバーセルは、１次コンポーネントキャリア（たとえば、専用スペクトルにおけ
る候補ＰＣｅｌｌなど）に対する相対タイミングオフセットに従ってグループ化され得る
。説明する報告技法は、（たとえば、同じパブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬ
ＭＮ）に関連付けられるなどして）コロケートされているかまたは同じ展開からであり得
るセルを共有スペクトル中で識別するのを支援し得る。
【００３５】
　[0046]本開示の態様について、最初に、ワイヤレス通信システムのコンテキストにおい
て説明する。次いで、共有周波数スペクトルにおけるセルを使用して（たとえば、ＬＡＡ
動作などにおいて）動作するＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムの特定の例について説明する。
本開示のこれらおよび他の態様は、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ測定およ
び報告に関係する装置図、システム図、およびフローチャートによってさらに示され、そ
れらを参照しながら説明される。
【００３６】
　[0047]図１は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲ
Ｍ測定および報告をサポートするワイヤレス通信システム１００の一例を示す。ワイヤレ
ス通信システム１００は、基地局１０５と、少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）１１５
と、コアネットワーク１３０とを含む。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アク
セス許可と、トラッキングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセ
ス、ルーティング、またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホール
リンク１３２（たとえば、Ｓ１など）を通して、コアネットワーク１３０とインターフェ
ースする。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信のための無線構成およびスケジューリン
グを実施し得るか、または基地局コントローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。様々
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な例では、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホ
ールリンク１３４（たとえば、Ｘ１など）を介して互いに直接または間接的に（たとえば
、コアネットワーク１３０を通して）通信し得る。
【００３７】
　[0048]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に通
信カバレージを与え得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０
５（たとえば、マクロセル基地局またはスモールセル基地局）を含み得る。異なる技術の
ための重複する地理的カバレージエリア１１０があり得る。ワイヤレス通信システム１０
０に示されている通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク（
ＵＬ）送信、または基地局１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得
る。
【００３８】
　[0049]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、基地局１０５またはＵＥ１
１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性とを改善するためにアンテ
ナダイバーシティ方式を採用するために、複数のアンテナを含み得る。追加または代替と
して、基地局１０５またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化データを搬送する複
数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る多入力多出力（ＭＩＭＯ
）技法を採用し得る。
【００３９】
　[0050]ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。
同期動作の場合、基地局１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局１０
５からの送信は時間的にほぼ整合され得る。非同期動作の場合、基地局１０５は異なるフ
レームタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの送信は時間的に整合されないこと
がある。本明細書で説明する技法は同期動作または非同期動作のいずれにも使用され得る
。
【００４０】
　[0051]様々な開示される例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得、ユーザプレ
ーン中のデータはインターネットプロトコル（ＩＰ）に基づき得る。無線リンク制御（Ｒ
ＬＣ）レイヤは、論理チャネルを介して通信するためにパケットセグメンテーションおよ
びリアセンブリを実施し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、優先度処理と、ト
ランスポートチャネルへの論理チャネルの多重化とを実施し得る。ＭＡＣレイヤはまた、
リンク効率を改善するためにＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ）を使用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プ
ロトコルレイヤは、ＵＥ１１５と基地局１０５との間のＲＲＣ接続の確立と構成と維持と
を行い得る。ＲＲＣプロトコルレイヤはまた、ユーザプレーンデータのための無線ベアラ
のコアネットワーク１３０サポートのために使用され得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおい
て、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【００４１】
　[0052]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥアドバンス
ト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノ
ードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局１０５について説明するために使用され
得、ＵＥという用語は、概して、ＵＥ１１５について説明するために使用され得る。ＵＥ
１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通
信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュー
タ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは
、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局
およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。ワイヤレス通信システム１０
０は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える異種ＬＴＥ／ＬＴ
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Ｅ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル
、スモールセル、または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」という
用語は、コンテキストに応じて、基地局、基地局に関連付けられたキャリアまたはコンポ
ーネントキャリア、あるいはキャリアまたは基地局のカバレージエリア（たとえば、セク
タなど）について説明するために使用され得る。
【００４２】
　[0053]ワイヤレスネットワークにアクセスすることを試みるＵＥ１１５は、基地局１０
５からの１次同期信号（ＰＳＳ）を検出することによって初期セル探索を実施し得る。Ｐ
ＳＳは、スロットタイミングの同期を可能にし得、物理レイヤ識別情報値を示し得る。Ｕ
Ｅ１１５は、次いで、２次同期信号（ＳＳＳ）を受信し得る。ＳＳＳは、無線フレーム同
期を可能にし得、セルを識別するための物理レイヤ識別情報値と組み合わされ得る、セル
識別情報値を与え得る。ＳＳＳはまた、複信モードおよびサイクリックプレフィックス長
の検出を可能にし得る。ＰＳＳとＳＳＳの両方は、それぞれ、キャリアの中心の６２個と
７２個のサブキャリア中にあり得る。場合によっては、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびチャネル
推定のためのＣＲＳなどの他の信号は、エネルギーを節約するかまたはセル間干渉を低減
するために、低減された周期性送信スケジュールに従って構成され得る。そのような構成
はＤＲＳ構成として知られていることがある。
【００４３】
　[0054]場合によっては、ワイヤレス通信ネットワーク１００は、カバレージエリア１１
０が１つまたは複数のマクロ基地局１０５のカバレージエリア１１０と重複し得るスモー
ルセルを含み得る。場合によっては、スモールセルは、高いユーザ需要をもつエリア中に
、またはマクロ基地局１０５によって十分にカバーされていないエリア中に追加され得る
。たとえば、スモールセルは、ショッピングセンター中に、または信号送信が地形または
建築物によってブロックされるエリア中に位置し得る。場合によっては、スモールセルは
、負荷が高いとき、マクロ基地局１０５がトラフィックをオフロードすることを可能にす
ることによってネットワーク性能を改善し得る。ラージセルとスモールセルとの両方を含
むネットワークは、異種ネットワークとして知られ得る。異種ネットワークは、限定加入
者グループ（ＣＳＧ）として知られる限定グループにサービスを提供し得るホーム発展型
ノードＢ（ＨｅＮＢ）をも含み得る。たとえば、オフィスビルは、建築物の占有者のみが
使用するためのスモールセルを含み得る。場合によっては、異種ネットワークは、同種ネ
ットワークよりも複雑なネットワーク計画および干渉緩和技法を伴い得る。
【００４４】
　[0055]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、ＣＡ
またはマルチキャリア動作と呼ばれることがある特徴をサポートし得る。キャリアは、コ
ンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネルなどと呼ばれることもある。「コンポ
ーネントキャリア」という用語は、ＣＡ動作においてＵＥによって利用される複数のキャ
リアの各々を指すことがあり、システム帯域幅の他の部分とは別個であり得る。たとえば
、コンポーネントキャリアは、独立して、または他のコンポーネントキャリアと組み合わ
せて利用されることが可能である、比較的狭い帯域幅のキャリアであり得る。各コンポー
ネントキャリアは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）規格のリリース８またはリ
リース９に基づく分離キャリアと同じ能力を与え得る。複数のコンポーネントキャリアは
、より大きい帯域幅と、たとえば、より高いデータレートとをいくつかのＵＥ１１５に与
えるために、アグリゲートされるかまたは同時に利用されることがある。したがって、個
別のコンポーネントキャリアは、レガシーＵＥ１１５（たとえば、ＬＴＥリリース８また
はリリース９を実装するＵＥ１１５）との後方互換性があり得るが、他のＵＥ１１５（た
とえば、リリース８／９後のＬＴＥバージョンを実装するＵＥ１１５）は、マルチキャリ
アモードにおいて複数のコンポーネントキャリアを用いて構成され得る。ＤＬに使用され
るキャリアはＤＬ　ＣＣと呼ばれることがあり、ＵＬに使用されるキャリアはＵＬ　ＣＣ
と呼ばれることがある。ＵＥ１１５は、ＣＡのために、複数のＤＬ　ＣＣと１つまたは複
数のＵＬ　ＣＣとで構成され得る。各キャリアは、制御情報（たとえば、基準信号、制御
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チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを送信するために使用され得る。ＵＥ
１１５は、複数のキャリアを利用して単一の基地局１０５と通信し得、また、異なるキャ
リア上で同時に複数の基地局と通信し得る。ＵＥ１１５は、ＣＡのために、複数のＤＬ　
ＣＣと１つまたは複数のＵＬ　ＣＣとで構成され得る。ＣＡは、周波数分割複信（ＦＤＤ
）コンポーネントキャリアと時分割複信（ＴＤＤ）コンポーネントキャリアの両方を用い
て使用され得る。
【００４５】
　[0056]基地局１０５の各セルは、ＤＬ　ＣＣまたはＴＤＤ　ＣＣであり得るＣＣを含む
。セルは、ＦＤＤ動作においてＵＬ　ＣＣを含み得る。基地局１０５のための各サービン
グセルのカバレージエリア１１０は異なり得る（たとえば、異なる周波数帯域上のＣＣは
異なる経路損失を経験し得る）。いくつかの例では、１つのキャリアは、ＰＣｅｌｌによ
ってサービスされ得るＵＥ１１５のための、１次キャリアまたは１次コンポーネントキャ
リア（ＰＣＣ）として指定される。ＰＣｅｌｌは、ＵＥごとに上位レイヤ（たとえば、Ｒ
ＲＣなど）によって半静的に構成され得る。物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）上で送信される、あるアップリンク制御情報（ＵＣＩ）、たとえば、肯定応答（ＡＣＫ
）／否定応答（ＮＡＣＫ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、およびスケジューリ
ング情報は、ＰＣｅｌｌによって搬送される。追加のキャリアは、ＳＣｅｌｌによってサ
ービスされ得る、２次キャリア、または２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）として指
定され得る。ＳＣｅｌｌは、同様に、ＵＥごとに半静的に構成され得る。いくつかの場合
には、ＳＣｅｌｌは、ＰＣｅｌｌと同じ制御情報を含まないかまたはそれを送信するよう
に構成されないことがある。他の場合には、１つまたは複数のＳＣｅｌｌは、ＰＵＣＣＨ
を搬送するために指定され得、ＳＣｅｌｌは、関連するＵＬ制御情報を搬送するためにど
のＣＣが使用されるかに基づいてＰＵＣＣＨグループに編成され得る。いくつかのワイヤ
レスネットワークは、多数のキャリア（たとえば、５個と３２個との間のキャリア）、共
有スペクトルにおける動作、または拡張ＣＣの使用に基づく拡張ＣＡ動作を利用し得る。
【００４６】
　[0057]場合によっては、構成されたＳＣｅｌｌは、一次キャリア（たとえば、ＰＣｅｌ
ｌなど）を使用する構成セルによって、個々のＵＥ１１５に関してアクティブ化および非
アクティブ化される。たとえば、構成されたＳＣｅｌｌに関するアクティブ化および非ア
クティブ化コマンドはＭＡＣシグナリング中で搬送され得る。ＳＣｅｌｌが非アクティブ
化されたとき、ＵＥ１１５は、ＳＣｅｌｌに関する制御情報を監視する必要がなく、対応
するＤＬ　ＣＣを受信する必要がなく、対応するＵＬ　ＣＣ中で送信することができず、
またＣＱＩ測定を実施することも必要とされない。ＳＣｅｌｌの非アクティブ化時に、Ｕ
Ｅは、ＳＣｅｌｌに関連付けられたすべてのＨＡＲＱバッファをフラッシュし得る。反対
に、ＳＣｅｌｌがアクティブであるとき、ＵＥ１１５は、ＳＣｅｌｌに関する制御情報お
よび／またはデータ送信を受信し、ＣＱＩ測定を実施することが可能であることが予想さ
れる。アクティブ化／非アクティブ化機構は、ＭＡＣ制御要素と非アクティブ化タイマー
の組合せに基づく。ＭＡＣ制御要素は、ＳＣｅｌｌが個々にアクティブ化および非アクテ
ィブ化され得、単一のアクティブ化／非アクティブ化コマンドがＳＣｅｌｌのサブセット
をアクティブ化／非アクティブ化することができるように、ＳＣｅｌｌの個々のアクティ
ブ化および非アクティブ化のためのビットマップを搬送する。ＳＣｅｌｌごとに１つの非
アクティブ化タイマーが維持されるが、ＲＲＣによってＵＥごとに１つの共通の値が構成
される。
【００４７】
　[0058]いくつかの例では、ＵＥ１１５は、専用スペクトルにおいてＰＣｅｌｌを、およ
び共有スペクトルにおいて１つまたは複数のＳＣｅｌｌを使用してＣＡのために構成され
得る。他のデバイスも共有スペクトルにおいて動作していることがある。例として、図１
は、共有スペクトルにおいて通信リンク１６５を介してＷｉ－Ｆｉ（登録商標）局（ＳＴ
Ａ）１５５と通信しているＷｉ－Ｆｉアクセスポイント（ＡＰ）１５０から構成されるネ
ットワークを示している。ＵＥ１１５またはｅＮＢ１０５は、共有スペクトルにおける送
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信のためにＬＢＴ手順を利用し得る。これらのデバイスは、チャネルが利用可能であるか
どうかを決定するために通信する前にＣＣＡを実施し得る。ＣＣＡは、何らかの他のアク
ティブ送信があるかどうかを決定するためのエネルギー検出およびプリアンブル検出手順
を含み得る。
【００４８】
　[0059]図２は、本開示の様々な態様が採用され得るワイヤレス通信環境２００の一例を
示す。ワイヤレス通信環境２００は、専用スペクトル（たとえば、認可スペクトル）にお
いて１つまたは複数のキャリアを、および共有スペクトルにおいて１つまたは複数の２次
キャリアを使用してＵＥ１１５との通信が可能なスモールセルｅＮＢであり得る、ｅＮＢ
１０５－ａおよびｅＮＢ１０５－ｂを含み得る。ワイヤレス通信環境２００はまた、共有
スペクトルにおいてＷｉ－Ｆｉ通信リンク１６５－ａを介して通信し得る、Ｗｉ－Ｆｉア
クセスポイント１５０－ａおよびＳＴＡ１５５－ａなど、共有スペクトル上で動作する他
のデバイスを含み得る。ワイヤレス通信環境２００は、たとえば、図１のワイヤレス通信
システム１００の態様を示し得る。明快のために、説明するシステムおよび技法は、共有
スペクトルにおいて動作するセルについて論じる。しかしながら、説明する技法は、事前
協調なしのＬＢＴ手順およびアクセスが従来の専用スペクトルＲＲＭ手順への問題を生じ
得る干渉プロファイルを生成する他のスペクトル環境に適用可能であることを理解された
い。
【００４９】
　[0060]図２に示されているように、ＵＥ１１５－ａは、ｅＮＢ１０５－ａと通信してい
ることがあり、専用スペクトルにおいてＰＣｅｌｌ２２５－ａを、および共有スペクトル
においてＳＣｅｌｌ２３０－ａを使用してＣＡのためにｅＮＢ１０５－ａによって構成さ
れ得る。ＳＣｅｌｌ２３０－ａは共有スペクトルセルであり得、ＤＲＳ送信２４０－ａの
ためのＤＲＳ構成を有し得る。ｅＮＢ１０５－ａは、ＵＥ１１５－ｂなど、追加のＵＥ１
１５のためのサービングｅＮＢであり得る。同様に、ｅＮＢ１０５－ｂは、ＳＣｅｌｌ２
３０－ａと同じ周波数または異なる周波数上でＬＡＡのために構成され得るＰＣｅｌｌ２
２５－ｂおよびＳＣｅｌｌ２３０－ｂを介してＵＥ１１５－ｃと通信していることがある
。ＳＣｅｌｌ２３０－ｂは、ＤＲＳ送信２４０－ｂのためのＤＲＳ構成を有し得る。いく
つかの例では、ｅＮＢ１０５－ａおよび１０５－ｂは、（たとえば、他の周波数上など）
ＬＡＡでの使用のために共有周波数帯域において追加のセルをサポートし得、それらのセ
ルはＤＲＳ構成にそれぞれ関連付けられ得る。本明細書で説明する技法は、専用スペクト
ルにおいてＰＣｅｌｌを使用し、１つまたは複数のｅＮＢ１０５によってサポートされる
免許不要すなわち共有スペクトルにおいて任意の数のセルを使用する展開に適用され得る
。
【００５０】
　[0061]ＵＥ１１５－ａは、ＳＣｅｌｌ２３０－ａ上でＤＲＳ送信の測定のためにＤＭＴ
Ｃウィンドウで構成され得る。ＳＣｅｌｌ２３０－ａが非アクティブ化されたとき、ＵＥ
１１５－ａは、（ＬＢＴに従って）ＳＣｅｌｌ２３０－ａのためにＤＲＳ構成によって構
成されたＤＲＳ時間位置においてＤＭＴＣウィンドウ中にＤＲＳ送信について監視する。
ＳＣｅｌｌ２３０－ａがアクティブ化されたとき、ＵＥ１１５－ａは、ＤＭＴＣウィンド
ウ中にＤＲＳ送信について監視し、また、ｅＮＢ１０５－ａからのデータ送信中に存在す
る他の基準信号（たとえば、ＤＭＲＳ、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳなど）を使用し得る。
【００５１】
　[0062]ＳＣｅｌｌ２３０－ａのためのＤＲＳ送信２４０－ａと、ＳＣｅｌｌ２３０－ｂ
のためのＤＲＳ送信２４０－ｂは異なるＤＲＳ構成を有し得るので、ＵＥ１１５－ａは、
ＳＣｅｌｌ２３０－ｂに気づいていないことがあるか、または（たとえば、ハンドオーバ
など）ＲＲＭ手順のためにＳＣｅｌｌ２３０－ｂについてＲＲＭ測定を行うことが不可能
であり得る。さらに、ｅＮＢ１０５－ａおよび１０５－ｂは、１つまたは複数の共有周波
数帯域の異なる周波数上でＬＡＡに従って動作し得る追加のＳＣｅｌｌ２３０をサポート
し得る。したがって、ＵＥ１１５－ａは、共有スペクトルを含むワイヤレス通信環境２０
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０のリソースの効果的なＲＲＭのために十分なＲＲＭ測定情報を与えないことがある。
【００５２】
　[0063]ｅＮＢ１０５またはＵＥ１１５を含む図１および図２のシステムは、ＬＡＡ展開
のＲＲＭを支援するために、拡張ＲＲＭ測定および報告のために構成され得る。ＲＲＭ測
定および報告拡張は、セル間の比較的受信信号強度／品質または受信電力に基づく報告イ
ベントトリガリングを含む。ネイバーセルＲＲＭ測定は、周波数内セル測定ではＤＭＴＣ
ウィンドウまたは拡張ＤＭＴＣウィンドウにわたる、または周波数間セル測定ではＳＣｅ
ｌｌ測定ギャップにわたる探索によって改善され得る。共有スペクトルにおけるセルのＲ
ＲＭ報告は、ＰＣｅｌｌまたは他のＰＣＣ候補セルに対するネイバーセルのタイミングオ
フセットに従ってネイバーセルを報告することによって改善され得る。ＲＲＭ報告はまた
、構成されたＳＣｅｌｌまたはＳＣＣ候補についての受信電力（たとえば、ＲＳＳＩなど
）を報告することによって改善され得る。受信電力は、観測期間にわたって報告され得、
報告される周波数について干渉プロファイルを示し得る。
【００５３】
　[0064]図３は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲ
Ｍ測定および報告のための拡張を示す流れ図３００を示す。流れ図３００では、ＵＥ１１
５－ａは、ｅＮＢ１０５－ａによってサービスされ得、専用スペクトルにおいてＰＣｅｌ
ｌ２２５－ａを、および共有スペクトルにおいてＳＣｅｌｌ２３０－ａを使用してＣＡの
ためにｅＮＢ１０５－ａによって構成され得る。たとえば、流れ図３００は、図２のワイ
ヤレス通信環境２００における例示的なメッセージおよび信号フローを示し得る。
【００５４】
　[0065]ＵＥ１１５－ａは、共有周波数帯域の１つまたは複数の周波数のＲＲＭ測定のた
めの構成設定またはパラメータを含み得るＲＲＭ測定構成３１０をｅＮＢ１０５－ａから
受信し得る。
【００５５】
　[0066]ＲＲＭ測定構成３１０は、共有スペクトルの第１のセルまたは周波数と第２のセ
ルまたは周波数とに関連する例示的なＲＲＭ測定イベント（たとえば、新しいイベントＡ
７）を構成し得る。ＲＲＭ測定イベントは、第１のセルまたは周波数がオフセット＋第２
のセルまたは周波数よりも大きくなるときにトリガされ得る。ＲＲＭ測定イベントは、構
成されたＳＣｅｌｌまたは候補ＳＣＣの一方または両方のために構成され得る。ＲＲＭ測
定イベントは、基準信号量（たとえば、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品
質（ＲＳＲＱ）、など）または受信電力（たとえば、ＲＳＳＩなど）の比較のために構成
され得る。
【００５６】
　[0067]周波数内ＲＲＭ測定のためのＤＭＴＣウィンドウまたは拡張ＤＭＴＣウィンドウ
がＲＲＭ測定構成３１０によって構成され得る。ＤＭＴＣウィンドウまたは拡張ＤＭＴＣ
ウィンドウは、探索期間とウィンドウ持続時間とを使用して構成され得る。拡張ＤＭＴＣ
探索期間は整数個のＤＭＴＣ期間として与えられ得る。ＤＭＴＣウィンドウまたは拡張Ｄ
ＭＴＣウィンドウは、ＤＭＴＣウィンドウまたは拡張ＤＭＴＣウィンドウ全体にわたって
ＤＲＳについての探索（たとえば、構成されたウィンドウにわたってＤＲＳについての連
続監視）を可能にするように構成され得る。
【００５７】
　[0068]ＲＲＭ測定構成３１０は、周波数間ＲＲＭ測定の測定ギャップを示し得る。測定
ギャップは、他の構成されたセル（たとえば、ＰＣｅｌｌなど）に影響を及ぼすことなし
に、構成されたセルのサブセットに適用され得る。たとえば、測定ギャップは、所与の周
波数帯域において構成されたＳＣｅｌｌに適用され得る。
【００５８】
　[0069]共有スペクトルにおいて同期または非同期ネイバーセルを報告およびグループ化
するための報告モードおよびタイミングオフセットしきい値がＲＲＭ測定構成３１０によ
って示され得る。報告モードは、（たとえば、タイミングオフセットしきい値内などの）
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同期セルを報告すべきか、非同期セルを報告すべきか、同期セルと非同期セルの両方を報
告すべきか、タイミングオフセットに従ってセルをグループ化すべきかどうか、またはネ
イバーセルについて検出されたタイミングオフセットを報告すべきかどうかを含む。
【００５９】
　[0070]ＲＲＭ測定構成３１０は、共有スペクトルにおいてセルについて受信信号強度報
告を構成し得る。受信信号強度報告の構成は、共有スペクトルにおいてセル（たとえば、
構成されたＳＣｅｌｌおよび候補ＳＣＣ）上で受信電力を測定するための観測または測定
期間を構成することを含み得る。たとえば、受信信号強度報告のための構成は、ＲＳＳＩ
観測期間、ＲＳＳＩ測定期間、ＲＳＳＩしきい値、またはフィルタ処理パラメータを含み
得る。構成は、干渉プロファイルまたはチャネル占有の報告（たとえば、ＲＳＳＩ測定値
がＲＳＳＩしきい値を上回る時間の割合など）を示し得る。
【００６０】
　[0071]ｅＮＢ１０５－ａは、ＤＲＳ送信（たとえば、ＤＲＳ送信２４０－ａ）、ならび
にデータ送信とともに送られる他の基準信号（たとえば、ＤＭＲＳ、ＣＲＳ、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓなど）を含み得る、基準信号３４０－ａを送信し得る。同様に、ｅＮＢ１０５－ｂは基
準信号３４０－ｂを送信し得る。
【００６１】
　[0072]ＵＥ１１５－ａは、ＲＲＭ測定構成３１０に基づいてＲＲＭ測定３２０を実施し
得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、サービングセルのＲＲＭ測定、（たとえば、ＤＭＴ
Ｃウィンドウまたは拡張ＤＭＴＣウィンドウに従う）周波数内ネイバーセルのＲＲＭ測定
、（たとえば、測定ギャップに従う）周波数間ネイバーセルのＲＲＭ測定、またはＲＳＳ
Ｉ測定を実施し得る。ＵＥ１１５－ａは、ＲＲＭ測定に基づいて、構成された測定イベン
トがトリガされるかどうかを決定し得る。
【００６２】
　[0073]ＵＥ１１５－ａは、ＲＲＭ測定に基づいてｅＮＢ１０５－ａにＲＲＭ報告メッセ
ージ３３０を送り得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、周波数内および周波数間ネイバー
セルについての測定値を報告し得、報告モードに従って（たとえば、タイミングオフセッ
トなどに従って）ネイバーセルを報告し得る。
【００６３】
　[0074]図４Ａおよび図４Ｂは、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセ
ルのための周波数間ＲＲＭ報告イベントトリガリングを示す例示的な図を示す。図４Ａは
、共有スペクトル帯域４１０のセル４３０－ａ－１、４３０－ａ－２、４３０－ａ－３、
．．．、４３０－ａ－ｎの例示的な図４００－ａを示している。各セル４３０は１つまた
は複数のＳＣＣによって使用され得る（たとえば、周波数内ネイバーセルなど）。周波数
間ＲＲＭ報告は、ＵＥ１１５のために構成され得、第２のセルの信号量よりも良くなって
いる第１のセルに関連する信号量によってトリガされる周波数間報告イベント（たとえば
、新しいイベントＡ７など）を含み得る。第１および第２のセルは、ＵＥ１１５について
、構成されたＳＣｅｌｌに対応し得るか、あるいは第１および第２のセルのうちの１つま
たは複数は、ＵＥ１１５または別の周波数（たとえば、共有周波数帯域４１０の異なる周
波数チャネルもしくは異なる周波数帯域）のためにＳＣｅｌｌとして現在構成されていな
い候補ＳＣＣであり得る。たとえば、新しいイベントＡ７は、周波数ｆ1における候補Ｓ
ＣＣの信号量（たとえば、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、ＲＳＳＩなど）が周波数ｆ2における構
成されたＳＣｅｌｌよりも良くなるときにトリガされるように構成され得る。ＲＲＭ報告
イベントは以下のときにトリガされ得る。
【００６４】
【数１】

【００６５】
ここで、Ｍｅａｓf1およびＭｅａｓf2は測定された信号量値であり、Ｏf1およびＯf2はセ
ル固有オフセットであり、Ｈｙｓｔは構成されたヒステリシス値であり、Ｏｆｆｓｅｔは
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報告イベントのための構成されたオフセットである。場合によっては、フィルタ処理が、
比較された信号量Ｍｅａｓf1およびＭｅａｓf2に適用され得る。
【００６６】
　[0075]図４Ｂは、構成された信号量に基づいてトリガされる周波数間ＲＲＭ報告イベン
トの例示的な図４００－ｂを示す。例示的な図４００－ｂでは、ＲＲＭ報告イベントは、
第１のセル４４５の信号量がしきい値４５０だけ第２のセル４４０の信号量よりも良くな
るとき４５５にトリガされるように構成され得る（たとえば、セル固有オフセットは０に
設定され得る）。場合によっては、第１および第２のセルは、ＵＥのための構成されたＳ
Ｃｅｌｌ、候補ＳＣＣ、または（たとえば、共有スペクトル中の）他の周波数に対応し得
る。
【００６７】
　[0076]イベントは、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＰ、またはＲＳＲＱなどの信号量に基づいてトリ
ガされ得る。たとえば、ＲＳＳＩに基づいて第１のセルが第２のセルよりも良くなるとき
のイベントをトリガするために、測定された信号量はＲＳＳＩであるように構成され、第
１の測定された周波数は第２のセルに対応するように構成され、第２の測定された周波数
は第１のセルに対応するように構成される。このようにして、第２のセルのＲＳＳＩが第
１のセルのＲＳＳＩ＋オフセットよりも大きくなるとき（より低いＲＳＳＩはより良いチ
ャネル状態に対応する）、イベントはトリガされる。
【００６８】
　[0077]追加または代替として、あるイベント（たとえば、新しいイベントＡ７）は、セ
ル固有測定値に関連する信号量（たとえば、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱなど）を使用するように
構成され得、第２のイベント（たとえば、新しいイベントＡ８）は、セルに関連しない信
号量（たとえば、ＲＳＳＩなど）を使用するように構成され得る。この事例では、第２の
イベントは、第２のセルの信号量が第１のセルの信号量－しきい値よりも小さい（たとえ
ば、第２のセルの周波数が第１のセルの周波数よりもクリアである）ときにトリガされ得
る。
【００６９】
　[0078]図５は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲ
Ｍ測定および報告のためのＤＭＴＣウィンドウの例示的な図５００を示す。ＵＥ１１５は
、ＤＭＴＣ期間５３０とＤＭＴＣウィンドウ持続時間５３５とに従って構成されたＤＭＴ
Ｃウィンドウ５２０中に、構成されたＳＣｅｌｌのためにＤＲＳ送信について探索するよ
うに構成され得る。構成されたＳＣｅｌｌは、ＤＭＴＣウィンドウ５２０中に（ＬＢＴに
従って）構成された時間位置において行われる１つまたは複数のＤＲＳ送信５４０を有し
得る。
【００７０】
　[0079]ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５が共有スペクトルの周波数内ネイバーセルについてそ
の間に探索し得る、ＤＭＴＣウィンドウ５２０または拡張ＤＭＴＣウィンドウ５５０のた
めに構成され得る。たとえば、ＤＭＴＣウィンドウ５２０または拡張ＤＭＴＣウィンドウ
５５０中に、ＵＥ１１５は、ネイバーセルＮ１からのＤＲＳ送信５６０と、ネイバーセル
Ｎ２からＤＲＳ送信５７０とを検出し得る。
【００７１】
　[0080]拡張ＤＭＴＣウィンドウ５５０は、拡張ＤＭＴＣウィンドウ５５０の間のいくつ
かのＤＭＴＣ期間５３０を示す探索期間に従って構成され得る。したがって、ＵＥ１１５
は、各ＤＭＴＣウィンドウ５２０について拡張ＤＭＴＣウィンドウ探索を実施しないこと
がある。拡張ＤＭＴＣウィンドウ５５０はまた、ＤＭＴＣ期間５３０と同程度に長くなる
ように構成され得るウィンドウ持続時間５５５に従って構成され得る。
【００７２】
　[0081]追加または代替として、周波数内ネイバーセルについての探索は、ｅＮＢ１０５
による要求時に実施され得る。たとえば、サービングｅＮＢ１０５は、実施されるべきネ
イバーセル探索についての要求を送り得、ＵＥは、その要求に従ってＤＲＳ送信について
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探索を実施し得る。要求された探索は、場合によっては、要求において指定された持続時
間にわたって、またはウィンドウ持続時間５５５にわたって実施され得る。
【００７３】
　[0082]図６は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲ
Ｍ測定および報告の測定ギャップの例示的な図６００を示す。図６は、ＰＣｅｌｌ２２５
－ｃと、ＳＣｅｌｌ＿１　２３０－ｃおよびＳＣｅｌｌ＿２　２３０－ｄを含む１つまた
は複数のＳＣｅｌｌとを含むサービングセルのセットを介した通信のために構成されたＵ
Ｅ１１５のための測定ギャップを示し得る。ＳＣｅｌｌ＿１　２３０－ｃおよびＳＣｅｌ
ｌ＿２　２３０－ｄは共有周波数帯域中のセルであり得る。
【００７４】
　[0083]ＬＡＡのための周波数間ＲＲＭ測定を実施するために、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１
５が１つまたは複数の他の周波数（たとえば、ＳＣＣ＿ｎ１　６３０など）について（た
とえば、ＤＲＳ送信または他の基準信号送信を検出するなどして）ＲＲＭ測定を実施し得
る、測定ギャップ６２０を採用し得る。これらの１つまたは複数の他の周波数は、構成さ
れたＳＣｅｌｌ（たとえば、ＳＣｅｌｌ＿１　２３０－ｃおよびＳＣｅｌｌ＿２　２３０
－ｄ）と同じ帯域中にあり得るか、または場合によっては、異なる周波数帯域中にあり得
る。測定ギャップ６２０中に、ＵＥ１１５は、サービングセルのセットのサブセット（た
とえば、ＳＣｅｌｌ＿１　２３０－ｃおよびＳＣｅｌｌ＿２　２３０－ｄ）上では通信を
中断するが、その間、サービングセルのセットの他のサブセット（たとえば、ＰＣｅｌｌ
２２５－ｃ）上では通信し得る。いくつかの例では、測定ギャップ６２０は周波数帯域に
関連し得る（たとえば、ギャップはその周波数帯域中の構成されたＳＣｅｌｌに適用され
る）。いくつかの例では、通信を中断することは、ある周波数範囲または帯域上での通信
から異なる周波数範囲または帯域に無線周波数成分を切り替えることを含み得る。たとえ
ば、ＵＥ１１５は、デュアル無線機（たとえば、複数のトランシーバ構成要素）を含み得
、測定ギャップ６２０中に無線機のうちの１つを異なる周波数帯域または範囲に同調させ
得る。
【００７５】
　[0084]測定ギャップ６２０は、自律的ギャップであり得るか、既知のデータバーストギ
ャップ中にあり得るか、または構成されたＬＡＡ測定ギャップであり得る。自律ギャップ
の場合、ＵＥ１１５は、ｅＮＢ１０５によって要求されるかまたはｅＮＢ１０５に通知す
ることなしにギャップ中に周波数間ＲＲＭ測定を実施し得る。たとえば、ＵＥ１１５は、
ギャップ中は、ＲＲＭ測定が優先権を取るべきであるように、周波数間ＲＲＭ測定の優先
度が、可能なデータ送信の優先度よりも高いと決定し得る。場合によっては、自律的ギャ
ップを実施すべきかどうかを決定することは、共有スペクトルにおけるセルについての前
のＲＲＭ測定が取られたときからの時間期間、１つまたは複数の構成されたＬＡＡ　ＳＣ
ｅｌｌの信号強度、あるいはアクティブなデータ接続の優先度に基づき得る。
【００７６】
　[0085]ＵＥ１１５が１つまたは複数のＬＡＡ　ＳＣｅｌｌのためのデータバースト構成
で構成された場合、ＲＲＭ測定はデータバースト中のギャップ中に実施され得る。たとえ
ば、ＵＥ１１５は、１つまたは複数のＬＡＡ　ＳＣｅｌｌ上で半永続的にスケジュールさ
れたデータバーストで構成され得、ＬＡＡ　ＳＣｅｌｌ上のデータバースト間の時間期間
中に測定ギャップを実施することが可能であり得る。
【００７７】
　[0086]ＬＡＡ測定ギャップは、ＲＲＭ測定構成（たとえば、図３のＲＲＭ測定構成３１
０など）において受信されるパラメータに従って構成され得る。たとえば、ＵＥ１１５は
、測定期間と測定持続時間とに従ってＬＡＡ周波数間測定ギャップのために構成され得る
。ＬＡＡ周波数間測定ギャップはサービングセルのセットのサブセットに適用され得る。
たとえば、ＬＡＡ周波数間測定ギャップは、すべての構成されたＬＡＡ　ＳＣｅｌｌまた
は（たとえば、構成された周波数帯域内などの）構成されたＬＡＡ　ＳＣｅｌｌのサブセ
ットに適用され得る。
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【００７８】
　[0087]共有スペクトルにおけるネイバーセルの報告は、ＰＣｅｌｌまたは他の検出され
た専用スペクトルＰＣＣのフレームタイミングに対するネイバーセルの検出されたタイミ
ングオフセットに基づき得る。たとえば、ＰＣｅｌｌと検出されたＬＡＡ　ＳＣＣとの間
の比較的小さい（たとえば、３０μｓ未満などの）タイミングオフセットは、ＬＡＡ　Ｓ
ＣＣがＰＣｅｌｌとコロケートされる可能性があることを示し得る。より大きいタイミン
グオフセットは、同じＰＬＭＮの非同期セルまたは異なるＰＬＭＮに関連するセルのいず
れかを示し得る。
【００７９】
　[0088]図７は、本開示の様々な態様による、ネイバー共有スペクトルセル報告のための
検出されたタイミングオフセットの例示的な図７００示す。図７は、ＰＣｅｌｌ２２５－
ｃとＳＣｅｌｌ２３０－ｅを含む１つまたは複数のＳＣｅｌｌとを含むサービングセルの
セットを介した通信のために構成されたＵＥ１１５のためのネイバーセルの検出されたタ
イミングオフセットを示し得る。ＳＣｅｌｌ２３０－ｅは共有周波数帯域中のセルであり
得る。ＵＥ１１５は、上記の技法（たとえば、測定ギャップ、拡張ＤＭＴＣウィンドウな
ど）に従って周波数間および周波数内セルのＲＲＭ測定を実施し得る。ＵＥ１１５は、検
出されたネイバーセルのタイミングオフセットを検出し得、検出されたタイミングオフセ
ットと、ＲＲＭ測定構成（たとえば、図３のＲＲＭ測定構成３１０など）において構成さ
れたＲＲＭ報告モードとに従ってＲＲＭ報告を実施し得る。
【００８０】
　[0089]いくつかの例では、ＲＲＭ報告モードは、検出されたタイミングオフセットと構
成されたタイミングオフセットしきい値とに従って報告するための共有スペクトルのセル
を識別する。たとえば、ＲＲＭ測定構成においてタイミングオフセットしきい値が受信さ
れ得、そのタイミングオフセットしきい値に基づいて、検出されたセルのサブセットが報
告され得る。場合によっては、報告は、同期セルまたは非同期セルのみについて実施され
得る。追加または代替として、同期セルと非同期セルの両方が報告され得、報告はタイミ
ングオフセットによってセルをグループ化または識別し得る。たとえば、複数のタイミン
ググループが報告され得、各タイミンググループは、関連するタイミングオフセットウィ
ンドウ内にあるセルを有する。
【００８１】
　[0090]図７に示されているように、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５のための候補ＰＣｅｌｌ
であり得る、ＰＣＣ＿ｎ１　７２５－ａおよびＰＣＣ＿ｎ２　７２５－ｂを検出し得る。
たとえば、ＰＣＣ＿ｎ１　７２５－ａおよびＰＣＣ＿ｎ２　７２５－ｂは、ＰＣｅｌｌ２
２５－ｃと同じＰＬＭＮに関連する専用スペクトル中の周波数内または周波数間セルであ
り得る。ＵＥ１１５は、図７に示されている例では、それぞれ５０μｓと１０００μｓと
であり得る、ＰＣｅｌｌ２２５－ｃのフレーム７１０に対する、ＰＣＣ＿ｎ１の７３５－
ａと、ＰＣＣ＿ｎ１およびＰＣＣ＿ｎ２の７３５－ｂとのフレームタイミングオフセット
を検出し得る。
【００８２】
　[0091]ＵＥ１１５はまた、共有スペクトル中の周波数内または周波数間セルであり得る
、ネイバーセルＳＣＣ＿ｎ１　７３０－ａ、ＳＣＣ＿ｎ２　７３０－ｂ、ＳＣＣ＿ｎ３　
７３０－ｃ、およびＳＣＣ＿ｎ４　７３０－ｄを検出し得る。ＵＥ１１５は、ＳＣＣ＿ｎ
１　７３０－ａ、ＳＣＣ＿ｎ２　７３０－ｂ、ＳＣＣ＿ｎ３　７３０－ｃ、およびＳＣＣ
＿ｎ４　７３０－ｄについて、それぞれ、７３５－ｄ、７３５－ｅ、７３５－ｆ、および
７３５－ｇのフレームタイミングオフセットを検出し得る。図７に示されている例では、
フレームタイミングオフセット７３５－ｄ、７３５－ｅ、７３５－ｆ、および７３５－ｇ
は、それぞれ、６０μｓ、１０２０μｓ、５００μｓ、および５０００μｓであり得る。
ＵＥ１１５は、ＳＣｅｌｌ２３０－ｅについて１μｓのフレームタイミングオフセットを
検出し得る。
【００８３】
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　[0092]いくつかの例では、ＵＥ１１５は、同期または半同期グループにおいてＲＲＭの
ための識別されたセル（たとえば、互いのタイミングオフセットしきい値内の相対タイミ
ングオフセットを有するセル）を報告し得る。たとえば、ＵＥ１１５は、ＳＣＣ＿ｎ１　
７３０－ａをＰＣＣ＿ｎ１　７２５－ａと同期していると報告し、ＳＣＣ＿ｎ２　７３０
－ｂをＰＣＣ＿ｎ２　７２５－ｂと同期していると報告し得る。ＵＥ１１５は、ＳＣＣ＿
ｎ３　７３０－ｃおよびＳＣＣ＿ｎ４　７３０－ｄを共有スペクトル中の非同期セルとし
て報告し得る。グループ化は、報告されたネイバーセルが、場合によってはコロケートさ
れるかあるいは共有スペクトルまたは候補ＰＣＣ中の他のセルと同じ展開（たとえば、同
じＰＬＭＮなど）からであるかどうかをサービングｅＮＢに示し得る。
【００８４】
　[0093]図８は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲ
Ｍ測定および報告のためのＲＳＳＩ測定値の例示的な図８００を示す。図８００は、セル
（たとえば、ＳＣｅｌｌまたは候補ＳＣＣなど）のＲＳＳＩ８３０のプロットを示してい
る。図８００からわかるように、共有スペクトル中のセルのＲＳＳＩ８３０は、専用スペ
クトル中の干渉プロファイルとはかなり異なるバースト的干渉プロファイルを示し得る。
【００８５】
　[0094]ＵＥ１１５は、ＲＳＳＩ観測期間ｔRSSI_obs８４０、ＲＳＳＩ測定期間ｔRSSI_m

p８５０、またはＲＳＳＩしきい値８６０に従ってセルのＲＳＳＩを報告するように（た
とえば、図３のＲＲＭ測定構成３１０などを介して）構成され得る。ＵＥ１１５は、数百
ミリ秒程度であり得るＲＳＳＩ観測期間ｔRSSI_obs８４０にわたって平均またはフィルタ
処理（たとえば、レイヤ３フィルタ処理などされた）ＲＳＳＩを報告するように構成され
得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、ＲＳＳＩ観測期間ｔRSSI_obs８４０にわた
るＲＳＳＩしきい値８６０を上回っているセルのＲＳＳＩ測定値８５５の時間量または割
合を示し得る、ＲＳＳＩプロファイルまたはチャネル占有を報告するように構成され得る
。ＲＳＳＩプロファイルまたはチャネル占有は、共有周波数チャネルの他のユーザ（たと
えば、Ｗｉ－Ｆｉデバイスなど）からの干渉のより良い指示を与え得る。
【００８６】
　[0095]ＵＥ１１５は、共有周波数帯域において構成されたＳＣｅｌｌまたは構成されて
いない周波数チャネル（たとえば、候補ＳＣＣなど）のＲＳＳＩを報告するように構成さ
れ得る。構成されたＳＣｅｌｌの場合、ＵＥ１１５は、ＤＲＳ送信なしの時間期間中にＲ
ＳＳＩ報告のための測定を実施し得る。これは、チャネル選択のために別の共有周波数チ
ャネルについて報告されるＲＳＳＩとのより良い比較を与え得る。追加または代替として
、ＵＥ１１５は、ＤＲＳ送信を含む時間期間の間にＲＳＳＩ測定を実施し得るが、ＲＳＳ
Ｉ測定処理のためにＳＣｅｌｌからＲＳＲＰを減算し得る。
【００８７】
　[0096]図９は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲ
Ｍ測定および報告のために構成されたワイヤレスデバイス９００のブロック図を示す。ワ
イヤレスデバイス９００は、図１～図８を参照しながら説明したＵＥ１１５の態様の一例
であり得る。ワイヤレスデバイス９００は、受信機９０５、ＲＲＭ測定および報告マネー
ジャ９１０、または送信機９１５を含み得る。ＲＲＭ測定および報告マネージャ９１０は
、構成マネージャ９２０、測定マネージャ９２５、または報告マネージャ９３０を含み得
る。ワイヤレスデバイス９００はまた、プロセッサを含み得る。これらの構成要素の各々
は互いに通信していることがある。
【００８８】
　[0097]受信機９０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、およびＬＡＡのためのＲＲＭ測
定および報告に関係する情報など）などの受信機情報９３５を受信し得る。受信機情報９
３５は、構成メッセージ９４０中でＲＲＭ測定および報告マネージャ９１０に、ならびに
ワイヤレスデバイス９００の他の構成要素に受け渡され得る。いくつかの例では、受信機
９０５は、周波数内セルについて非周期的探索を実施するようにとの要求をサービングｅ
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ＮＢから受信し得る。
【００８９】
　[0098]ＲＲＭ測定構成メッセージ９４０は、受信機９０５から構成マネージャ９２０に
受け渡され得る。構成マネージャ９２０は、測定パラメータメッセージ９４５を測定マネ
ージャ９２５に受け渡し得る。測定パラメータメッセージ９４５は、共有周波数帯域の１
つまたは複数の周波数についてのＲＲＭ測定に関係する少なくとも１つのパラメータを含
み得、測定マネージャ９２５は、測定パラメータメッセージ９４５に少なくとも部分的に
基づいて、１つまたは複数の周波数について少なくとも１つの測定を実施し得る。測定マ
ネージャ９２５の少なくとも１つの測定から決定されたチャネルパラメータメッセージ９
５０が、次いで報告マネージャ９３０に受け渡され得る。報告マネージャ９３０は、次い
で、報告メッセージ９５５を送信機９１５に送り得る。
【００９０】
　[0099]送信機９１５は、ワイヤレスデバイス９００の他の構成要素から受信された送信
情報９６０をシグナリングし得る。送信情報９６０は、測定値またはチャネル占有情報を
含み得る。いくつかの例では、送信機９１５は、トランシーバマネージャにおいて受信機
９０５とコロケートされ得る。送信機９１５は単一のアンテナを含み得るか、または送信
機９１５は複数のアンテナを含み得る。
【００９１】
　[0100]図１０は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲ
ＲＭ測定および報告のためのワイヤレスデバイス１０００のブロック図を示す。ワイヤレ
スデバイス１０００は、図１～図９を参照しながら説明したワイヤレスデバイス９００ま
たはＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス１０００は、受信機９０５
（図示せず）、ＲＲＭ測定および報告マネージャ９１０、または送信機９１５（図示せず
）を含み得る。ワイヤレスデバイス１０００はまた、プロセッサ（図示せず）を含み得る
。これらの構成要素の各々は互いに通信していることがある。ＲＲＭ測定および報告マネ
ージャ９１０はまた、構成マネージャ９２０－ａと、ＲＲＭ測定マネージャ９２５－ａと
、報告マネージャ９３０－ａとを含み得る。
【００９２】
　[0101]ＲＲＭ測定および報告マネージャ９１０－ａは、図９を参照しながら説明した動
作を実施し得る。ＲＲＭ測定および報告マネージャ９１０－ａは、ＵＥ１１５の受信機９
０５から受け渡された構成メッセージ９４０－ａを受信し得る。ＲＲＭ測定および報告マ
ネージャ９１０－ａは、構成メッセージ９４０－ａを構成マネージャ９２０－ａにフォワ
ーディングし得る。構成マネージャ９２０－ａは、図３を参照しながら説明したように、
サービングｅＮＢからＲＲＭ測定構成を（たとえば、受信機９０５を介して）受信し得、
ＲＲＭ測定構成は、共有周波数帯域の１つまたは複数の周波数についてのＲＲＭ測定に関
係する少なくとも１つのパラメータを備える。
【００９３】
　[0102]構成マネージャ９２０－ａは、ＣＡ構成マネージャ１００５、ＲＳＳＩ報告構成
マネージャ１０１０、拡張ＤＭＴＣマネージャ１０２５、または非周期的探索マネージャ
１０１５を含み得る。ＣＡ構成マネージャ１００５は、ＵＥのためにＣＡ構成を管理する
ように構成され得る。たとえば、ＵＥは、図２～図８を参照しながら説明したように、専
用スペクトル中のＰＣｅｌｌと１つまたは複数のＬＡＡ　ＳＣｅｌｌとを含むサービング
セルのセットで構成され得る。ＲＳＳＩ報告および構成マネージャ１０１０は、ＵＥにお
けるＲＳＳＩ測定と、基地局へ戻る測定値の報告との構成を実施し得る。非周期的探索マ
ネージャ１０１５は、共有スペクトルの周波数内セルについて探索するための要求を受信
し得、図２～図８を参照しながら説明したように、その要求に少なくとも部分的に基づい
て周波数内セルについて探索を実施し得る。
【００９４】
　[0103]いくつかの例では、構成メッセージ９４０－ａは、共有周波数帯域の第１の周波
数と第２の周波数とに関連付けられた測定イベントのための構成を備える。いくつかの例
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では、受信信号量は、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＰ、またはＲＳＲＱのうちの少なくとも１つを備
える。いくつかの例では、第１の周波数または第２の周波数のうちの少なくとも１つは、
ＵＥのための構成されたＳＣｅｌｌであり得る。いくつかの例では、第１の周波数または
第２の周波数のうちの少なくとも１つは、ＵＥのためにＳＣｅｌｌとして構成されていな
い周波数であり得る。測定マネージャ９２５－ａは、構成された測定イベントに基づいて
第１の周波数と第２の周波数とについて測定を実施し得る。
【００９５】
　[0104]いくつかの例では、測定パラメータメッセージ９４５－ａは、セル探索マネージ
ャ１０４５に送られるべきＤＭＴＣウィンドウまたは拡張ＤＭＴＣウィンドウのための構
成を備える。いくつかの例では、ＤＭＴＣウィンドウまたは拡張ＤＭＴＣウィンドウのた
めの構成は、探索期間、ウィンドウ持続時間、またはそれらの組合せのうちの少なくとも
１つを備える。セル探索マネージャ１０４５は、ＤＭＴＣウィンドウまたは拡張ＤＭＴＣ
ウィンドウに基づいて共有スペクトルのセルについて周波数内測定を実施し得る。セル探
索マネージャ１０４５は、たとえば、ＤＭＴＣウィンドウ内の構成された時間位置におい
て少なくとも１つのサービング２次セルＤＲＳについて探索し、および／またはＤＭＴＣ
ウィンドウ内の構成された時間位置に関連しない少なくとも１つのネイバーセルＤＲＳに
ついて探索し得る。
【００９６】
　[0105]いくつかの例では、測定パラメータメッセージ９４５－ａは、ＲＳＳＩ測定マネ
ージャ１０２０に送られるべき共有周波数帯域の１つまたは複数の周波数に関連する少な
くとも１つのＲＳＳＩ測定パラメータを備える。ＲＳＳＩ測定マネージャ１０２０は、測
定パラメータメッセージ９４５－ａ中に示された少なくとも１つのＲＳＳＩ測定パラメー
タに基づいてＲＳＳＩ測定を実施し得る。
【００９７】
　[0106]他の例では、測定パラメータメッセージ９４５－ａは、サービングセルのセット
のサブセットに関連する周波数間測定期間のための構成を備える。測定マネージャ９２５
は、共有周波数帯域の少なくとも１つのネイバー周波数の信号量を測定し、それと同時に
、周波数間測定期間中にＰＣｅｌｌ上でサービングｅＮＢと通信し得る。
【００９８】
　[0107]報告マネージャ９３０－ａはＲＳＳＩ報告マネージャ１０３０を含み得る。ＲＳ
ＳＩ報告マネージャ１０３０は、ＲＳＳＩ測定マネージャ１０２０からＲＳＳＩメッセー
ジ１０３５を受信し得る。ＲＳＳＩ測定マネージャ１０２０は、ＲＳＳＩ測定のための構
成および報告を管理するように構成され得る。たとえば、ＲＳＳＩ測定マネージャ１０２
０は、図２～図８を参照しながら説明したように、ＲＳＳＩ観測期間、ＲＳＳＩ測定期間
、ＲＳＳＩしきい値、またはそれらの組合せを含む（たとえば、測定パラメータメッセー
ジ９４５中の）少なくとも１つのＲＳＳＩ測定パラメータに従ってＲＳＳＩ測定を構成し
得る。
【００９９】
　[0108]報告マネージャ９３０－ａは、図２～図８を参照しながら説明したように、（た
とえば、ＲＳＳＩ測定マネージャ１０２０またはセル探索マネージャ１０４５からの）少
なくとも１つの測定値から決定されたチャネルパラメータをサービングｅＮＢに報告し得
る。いくつかの例では、報告は、サービングｅＮＢからのＰＣｅｌｌのフレームタイミン
グに対する１つまたは複数のネイバーセルの検出されたタイミングオフセットと、タイミ
ングオフセットしきい値とに少なくとも部分的に基づいて、１つまたは複数のネイバーセ
ルに関連する報告メッセージ９５５－ａを備える。いくつかの例では、１つまたは複数の
ネイバーセルに関連する報告メッセージ９５５－ａは、検出されたタイミングオフセット
を備える。いくつかの例では、１つまたは複数のネイバーセルに関連する報告メッセージ
９５５－ａは、検出されたタイミングオフセットによる１つまたは複数のネイバーセルの
グループ化を備える。いくつかの例では、１つまたは複数のネイバーセルに関連する報告
メッセージ９５５－ａは、検出されたタイミングオフセットに少なくとも部分的に基づく
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、１つまたは複数の候補ＰＣｅｌｌとの１つまたは複数のネイバーセルのグループ化を備
える。いくつかの例では、報告メッセージ９５５－ａは、ＲＳＳＩ観測期間上にわたって
平均ＲＳＳＩを報告することを備える。いくつかの例では、報告メッセージ９５５－ａは
、１つまたは複数の周波数についてのＲＳＳＩ測定値がＲＳＳＩ観測期間のＲＳＳＩしき
い値を上回る時間量のインジケータを報告することを備える。報告マネージャ９３０－ａ
はまた、報告メッセージ９５５－ａ中で探索中に検出された１つまたは複数の周波数内セ
ルに関連する情報を報告し得る。ＲＲＭ測定および報告マネージャ９１０はまた、ＲＲＭ
イベントトリガリングマネージャと、拡張ＤＭＴＣマネージャと、ＲＳＳＩ報告構成マネ
ージャと、ＣＡ構成マネージャと、測定ギャップマネージャと、ＲＲＭ非周期的探索マネ
ージャとを含み得る。
【０１００】
　[0109]図１１は、本開示の様々な態様による、ＬＡＡのためのＲＲＭ測定および報告の
ための基地局１０５の構成要素であり得るＲＲＭ測定および構成マネージャ１１４５のブ
ロック図１１００を示す。ＲＲＭ測定および構成マネージャ１１４５は、構成マネージャ
１１５０と、測定プロセッサ１１０５と、チャネル選択マネージャ１１１０とを含み得る
。
【０１０１】
　[0110]構成マネージャ１１５０は、１つまたは複数のＵＥ１１５についてＬＡＡのため
のＲＲＭ測定および報告のための構成を決定し得る。構成マネージャ１１５０は、構成メ
ッセージ１１１５を送信機１１６０にフォワーディングし得る。送信機１１６０は、構成
メッセージ１１１５によって示された構成を備える送信情報１１４０をＵＥ１１５に送信
し得る。
【０１０２】
　[0111]受信機１１５５は受信機情報１１２０を受信し得る。受信機１１５５は、報告さ
れた測定メッセージ１１２５を測定プロセッサ１１０５にフォワーディングし得る。測定
プロセッサは、処理された測定メッセージ１１３０をチャネル選択マネージャ１１１０に
フォワーディングし得る。チャネル選択マネージャ１１１０は、１つまたは複数の周波数
チャネルを決定し、チャネル選択メッセージ１１３５を送信機１１６０にフォワーディン
グし得る。送信機１１６０は、次いで、送信情報１１４０をＵＥ１１５に送信し得る。
【０１０３】
　[0112]図１２は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲ
ＲＭ測定および報告のために構成されたＵＥ１１５を含むシステム１２００の図を示す。
システム１２００は、図１、図２および図９～図１１を参照しながら説明したワイヤレス
デバイス９００、ワイヤレスデバイス１０００、またはＵＥ１１５の一例であり得る、Ｕ
Ｅ１１５－ｄを含み得る。ＵＥ１１５－ｄは、図９～図１１を参照しながら説明したＲＲ
Ｍ測定および報告マネージャ９１０の一例であり得る、ＲＲＭ報告マネージャ１２１０を
含み得る。ＵＥ１１５－ｄはまた、通信を送信するための構成要素と通信を受信するため
の構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。たとえ
ば、ＵＥ１１５－ｄは、基地局１０５－ｃまたはＵＥ１１５－ｅと双方向に通信し得る。
【０１０４】
　[0113]ＵＥ１１５－ｄはまた、プロセッサ１２０５と、（ソフトウェアを含む）メモリ
１２１５　１２２０と、トランシーバ１２３５と、１つまたは複数のアンテナ１２４０と
を含み得、それらの各々は、（たとえば、バス１２４５を介して）互いに直接または間接
的に通信し得る。トランシーバ１２３５は、上記で説明したように、アンテナ１２４０ま
たはワイヤードリンクもしくはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワー
クと双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ１２３５は、基地局１０５または別の
ＵＥ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ１２３５は、パケットを変調し、変調さ
れたパケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテナ１２４０に与え、（１つまた
は複数の）アンテナ１２４０から受信されたパケットを復調するためのモデムを含み得る
。ＵＥ１１５－ｄは、単一のアンテナ１２４０を含み得るが、ＵＥ１１５－ｄはまた、複
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数のワイヤレス送信を同時に送信または受信することが可能な複数のアンテナ１２４０を
有し得る。
【０１０５】
　[0114]メモリ１２１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）とを含み得る。メモリ１２１５は、実行されたとき、本明細書で説明する様々な機
能（たとえば、ＬＡＡのためのＲＲＭ測定および報告など）をプロセッサ１２０５に実施
させる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェ
アコード１２２０を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア／ファームウェアコード１２２
０は、プロセッサ１２０５によって直接的に実行可能でないことがあるが、（たとえば、
コンパイルされ実行されたとき）本明細書で説明する機能をコンピュータに実施させ得る
。プロセッサ１２０５は、インテリジェントハードウェアデバイス、（たとえば、中央処
理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など
）を含み得る。
【０１０６】
　[0115]ワイヤレスデバイス９００、ワイヤレスデバイス１０００の構成要素、ならびに
ＲＲＭ測定および報告構成要素９１０は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェ
アで実施するように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを用いて、個々にまたは集合的
に実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（また
はコア）によって、少なくとも１つのＩＣ上で実施され得る。他の例では、当技術分野で
知られている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（たとえば、スト
ラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ）、または別のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全
体的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサに
よって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装
され得る。
【０１０７】
　[0116]図１３は、本開示の態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲＲＭ測
定および報告のために構成された基地局１０５－ｄを含むシステム１３００の図を示す。
基地局１０５－ｄは、図１および図２を参照しながら説明した基地局１０５の一例であり
得る。基地局１０５－ｄは、図１１を参照しながら説明したＲＲＭ測定および構成マネー
ジャ１１４５の一例であり得る、ＲＲＭ測定および構成マネージャ１１４５－ｂを含み得
る。基地局１０５－ｄは、通信を送信するための構成要素と通信を受信するための構成要
素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素をも含み得る。たとえば、基
地局１０５－ｄは、基地局１０５－ｅ、基地局１０５－ｆ、ＵＥ１１５－ｆ、および／ま
たはＵＥ１１５－ｇと双方向に通信し得る。
【０１０８】
　[0117]場合によっては、基地局１０５－ｄは、１つまたは複数のワイヤードバックホー
ルリンクを有し得る。基地局１０５－ｄは、コアネットワーク１３０－ａへのワイヤード
バックホールリンク（たとえば、Ｓ１インターフェースなど）を有し得る。基地局１０５
－ｄはまた、基地局間バックホールリンク（たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して
基地局１０５－ｅおよび基地局１０５－ｆなど、他の基地局１０５と通信し得る。基地局
１０５の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥ１１５と通信し得
る。場合によっては、基地局１０５－ｄは、基地局通信マネージャ１３２５を利用して１
０５－ｅまたは１０５－ｆなどの他の基地局と通信し得る。いくつかの例では、基地局通
信マネージャ１３２５は、基地局１０５のうちのいくつかの間で通信を行うために、ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを与え得る。
いくつかの例では、基地局１０５－ｄは、コアネットワーク１３０－ａを通して他の基地
局と通信し得る。場合によっては、基地局１０５－ｄは、ネットワーク通信マネージャ１
３３０を通してコアネットワーク１３０と通信し得る。
【０１０９】
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　[0118]基地局１０５－ｄは、プロセッサ１３０５と、メモリ１３１５と、トランシーバ
１３３５と、アンテナ１３４０とを含み得、それらの各々は、（たとえば、バス１３４５
を介して）互いに直接または間接的に通信していることがある。トランシーバ１３３５は
、アンテナ１３４０を介して、マルチモードデバイスであり得るＵＥ１１５と双方向に通
信するように構成され得る。トランシーバ１３３５（または基地局１０５－ｃの他の構成
要素）はまた、アンテナ１３４０を介して、１つまたは複数の他の基地局（図示せず）と
双方向に通信するように構成され得る。トランシーバ１３３５は、パケットを変調し、変
調されたパケットを送信のためにアンテナ１３４０に与え、アンテナ１３４０から受信さ
れたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局１０５－ｄは、１つ
または複数の関連するアンテナ１３４０をそれぞれもつ、複数のトランシーバ１３３５を
含み得る。トランシーバ１３３５およびアンテナ１３４０は、図１１を参照しながら説明
した受信機１１５５と送信機１１６０の両方の態様（たとえば、合成された受信機１１５
５および送信機１１６０など）の一例であり得る。
【０１１０】
　[0119]メモリ１３１５はＲＡＭとＲＯＭとを含み得る。メモリ１３１５はまた、プロセ
ッサ１３０５によって実行されたとき、本明細書で説明する様々な機能（たとえば、カバ
レージ拡張技法の選択、呼処理、データベース管理、メッセージルーティングなど）を基
地局１０５－ｄに実施させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コン
ピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード１３２０を記憶し得る。代替的に
、ソフトウェア／ファームウェアコード１３２０は、プロセッサ１３０５によって直接的
に実行可能でないことがあるが、たとえば、コンパイルされ実行されたとき、本明細書で
説明する機能をコンピュータに実施させるように構成され得る。プロセッサ１３０５は、
インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、Ａ
ＳＩＣなどを含み得る。プロセッサ１３０５は、エンコーダ、キュー処理マネージャ、ベ
ースバンドプロセッサ、無線ヘッドコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）な
ど、様々な専用プロセッサを含み得る。
【０１１１】
　[0120]基地局通信マネージャ１３２５は、他の基地局１０５との通信を管理し得る。基
地局通信マネージャ１３２５は、他の基地局１０５と協働してＵＥ１１５との通信を制御
するためのコントローラまたはスケジューラを含み得る。たとえば、基地局通信マネージ
ャ１３２５は、ビームフォーミングまたはジョイント送信などの様々な干渉緩和技法のた
めにＵＥ１１５への送信のためのスケジューリングを協調させ得る。
【０１１２】
　[0121]ＲＲＭ測定および構成マネージャ１１４５－ａは、図１１を参照しながら説明し
たＲＲＭ測定および構成マネージャ１１４５の一例であり得、本明細書で説明するように
共存するＲＡＴのための重ね合わせコーディングベースのプリアンブル設計を実装する様
々な態様を管理し得る。ＲＲＭ測定および構成マネージャ１１４５－ａは、１つまたは複
数のバス１３４５を介して、基地局１０５－ｄの他の構成要素と直接または間接的に通信
していることがある。ＲＲＭ測定および構成マネージャ１１４５－ａ、またはそれの部分
はプロセッサを含み得るか、あるいはＲＲＭ測定および構成マネージャ１１４５－ａの機
能の一部または全部は、プロセッサ１３０５によって、あるいはプロセッサ１３０５とと
もに実施され得る。
【０１１３】
　[0122]図１４は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲ
ＲＭ測定および報告のための方法１４００を示すフローチャートを示す。方法１４００の
動作は、図１～図１３を参照しながら説明したように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素
によって実装され得る。たとえば、方法１４００の動作は、図９～図１３を参照しながら
説明したように、ＲＲＭ測定および報告マネージャ９１０によって実施され得る。いくつ
かの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素
を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、
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専用ハードウェアを使用して、以下で説明する態様機能を実施し得る。
【０１１４】
　[0123]ブロック１４０５において、ＵＥ１１５は、図２～図８を参照しながら説明した
ようにサービングｅＮＢからＲＲＭ測定構成を受信し得、ＲＲＭ測定構成は、共有周波数
帯域の１つまたは複数の周波数についてのＲＲＭ測定に関係する少なくとも１つのパラメ
ータを備える。ＲＲＭ測定構成は、共有周波数帯域の第１の周波数と第２の周波数とに関
連付けられた測定イベントのための構成を含み得る。いくつかの例では、ブロック１４０
５の動作は、図９を参照しながら説明したように、構成マネージャ９２０によって実施さ
れ得る。
【０１１５】
　[0124]ブロック１４１０において、ＵＥ１１５は、図２～図８を参照しながら説明した
ように、ＲＲＭ測定構成に少なくとも部分的に基づいて第１および第２の周波数について
測定を実施し得る。たとえば、ＵＥは、第１および第２の周波数の受信信号量を測定し得
る。いくつかの例では、ブロック１４１０の動作は、図９を参照しながら説明したように
、測定マネージャ９２５によって実施され得る。
【０１１６】
　[0125]ブロック１４１５において、ＵＥ１１５は、図４Ａおよび図４Ｂを参照しながら
説明したように、第１の周波数と第２の周波数とに関連する受信信号量の比較に少なくと
も部分的に基づいて測定イベントのトリガリングを決定し得る。
【０１１７】
　[0126]ブロック１４２０において、ＵＥ１１５は、図２～図８を参照しながら説明した
ように、測定イベントの発生をサービングｅＮＢに報告し得る。いくつかの例では、ブロ
ック１４２０の動作は、図９を参照しながら説明したように、報告マネージャ９３０によ
って実施され得る。
【０１１８】
　[0127]図１５は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲ
ＲＭ測定および報告のための方法１５００を示すフローチャートを示す。方法１５００の
動作は、図１～図１２を参照しながら説明したように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素
によって実装され得る。たとえば、方法１５００の動作は、図９～図１３を参照しながら
説明したように、ＲＲＭ測定および報告マネージャ９１０によって実施され得る。いくつ
かの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素
を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、
専用ハードウェアを使用して、以下で説明する態様機能を実施し得る。
【０１１９】
　[0128]ブロック１５０５において、ＵＥ１１５は、構成されたＳＣｅｌｌのための拡張
ＤＭＴＣウィンドウのための構成を含むＲＲＭ測定構成を受信し得る。拡張ＤＭＴＣウィ
ンドウは、探索期間とウィンドウ持続時間とを使用して構成され得る。いくつかの例では
、ブロック１５０５の動作は、図９を参照しながら説明したように、構成マネージャ９２
０によって実施され得る。
【０１２０】
　[0129]ブロック１５１０において、ＵＥ１１５は、図５を参照しながら説明したように
、ＤＭＴＣウィンドウまたは拡張ＤＭＴＣウィンドウにわたって周波数内ネイバーセルに
よって送信されたＤＲＳについて探索し得る。いくつかの例では、ブロック１５１０の動
作は、図１０を参照しながら説明したように、拡張ＤＭＴＣマネージャ１０２５によって
実施され得る。
【０１２１】
　[0130]ブロック１５１５において、ＵＥ１１５は、拡張ＤＭＴＣウィンドウにおいて検
出されたネイバーセルをサービングｅＮＢに報告し得る。ネイバーセル報告は、図７を参
照しながら説明したように実施され得る。いくつかの例では、ブロック１５１５の動作は
、図９を参照しながら説明したように、報告マネージャ９３０によって実施され得る。
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【０１２２】
　[0131]図１６は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲ
ＲＭ測定および報告のための方法１６００を示すフローチャートを示す。方法１６００の
動作は、図１～図１３を参照しながら説明したように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素
によって実装され得る。たとえば、方法１６００の動作は、図９～図１３を参照しながら
説明したように、ＲＲＭ測定および報告マネージャ９１０によって実施され得る。いくつ
かの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素
を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、
専用ハードウェアを使用して、以下で説明する態様機能を実施し得る。
【０１２３】
　[0132]ブロック１６０５において、ＵＥ１１５は、サービングｅＮＢからＲＲＭ測定構
成を受信し得る。場合によっては、ＲＲＭ測定構成は、図３および図７を参照しながら説
明したようにタイミングオフセットしきい値を含む。いくつかの例では、ブロック１６０
５の動作は、図９を参照しながら説明したように、構成マネージャ９２０によって実施さ
れ得る。
【０１２４】
　[0133]ブロック１６１０において、ＵＥ１１５は、図２～図８を参照しながら説明した
ように、ＲＲＭ測定構成に少なくとも部分的に基づいて１つまたは複数の周波数について
少なくとも１つの測定を実施し得る。少なくとも１つの測定は、（たとえば、拡張ＤＭＴ
Ｃウィンドウなどを使用する）周波数内セルまたは（たとえば、測定ギャップを使用する
）周波数間セルのＲＲＭ測定を含み得る。いくつかの例では、ブロック１６１０の動作は
、図９を参照しながら説明したように、測定マネージャ９２５によって実施され得る。
【０１２５】
　[0134]ブロック１６１５において、ＵＥ１１５は、サービングｅＮＢからのＰＣｅｌｌ
のフレームタイミングに対する１つまたは複数のネイバーセルの検出されたタイミングオ
フセットと、タイミングオフセットしきい値とに少なくとも部分的に基づいて、共有スペ
クトルの１つまたは複数のネイバーセルに関連する情報をサービングｅＮＢに報告し得る
。報告は、タイミングオフセットしきい値に基づいて検出されたセルのサブセットを報告
することを含み得る。たとえば、報告は、同期セルまたは非同期セルのみについて実施さ
れ得る。追加または代替として、同期セルと非同期セルの両方が報告され得、報告はタイ
ミングオフセットによってセルをグループ化または識別し得る。たとえば、複数のタイミ
ンググループが報告され得、各タイミンググループは、関連するタイミングオフセットウ
ィンドウ内にあるセルを有する。いくつかの例では、ブロック１６１５の動作は、図９を
参照しながら説明したように、報告マネージャ９３０によって実施され得る。
【０１２６】
　[0135]図１７は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲ
ＲＭ測定および報告のための方法１７００を示すフローチャートを示す。方法１７００の
動作は、図１～図１３を参照しながら説明したように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素
によって実装され得る。たとえば、方法１７００の動作は、図９～図１３を参照しながら
説明したように、ＲＲＭ測定および報告マネージャ９１０によって実施され得る。いくつ
かの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素
を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、
専用ハードウェアを使用して、以下で説明する態様機能を実施し得る。
【０１２７】
　[0136]ブロック１７０５において、ＵＥ１１５は、共有周波数帯域の１つまたは複数の
周波数に関連する少なくとも１つのＲＳＳＩ測定パラメータを含むＲＲＭ測定構成を受信
し得る。少なくとも１つのＲＳＳＩ測定パラメータは、ＲＳＳＩ観測期間、ＲＳＳＩ測定
期間、またはＲＳＳＩしきい値を含み得る。いくつかの例では、ブロック１７０５の動作
は、図１９を参照しながら説明したように、構成マネージャ９２０によって実施され得る
。
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【０１２８】
　[0137]ブロック１７１０において、ＵＥ１１５は、図２～図８を参照しながら説明した
ように、ＲＲＭ測定構成に少なくとも部分的に基づいて１つまたは複数の周波数について
ＲＳＳＩ測定を実施し得る。いくつかの例では、ブロック１７１０の動作は、図９を参照
しながら説明したように、測定マネージャ９２５によって実施され得る。
【０１２９】
　[0138]ブロック１７１５において、ＵＥ１１５は、１つまたは複数の周波数について平
均またはフィルタ処理ＲＳＳＩを報告し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、Ｒ
ＳＳＩ観測期間にわたるＲＳＳＩしきい値を上回っている１つまたは複数の周波数のＲＳ
ＳＩ測定値の時間量または割合を示し得る、ＲＳＳＩプロファイルまたはチャネル占有を
報告するように構成され得る。いくつかの例では、ブロック１７１５の動作は、図９を参
照しながら説明したように、報告マネージャ９３０によって実施され得る。
【０１３０】
　[0139]図１８は、本開示の様々な態様による、共有スペクトルにおけるセルのためのＲ
ＲＭ測定および報告のための方法１８００を示すフローチャートを示す。方法１８００の
動作は、図１～図１３を参照しながら説明したように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素
によって実装され得る。たとえば、方法１８００の動作は、図９～図１３を参照しながら
説明したように、ＲＲＭ測定および報告マネージャ９１０によって実施され得る。いくつ
かの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素
を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、
専用ハードウェアを使用して、以下で説明する態様機能を実施し得る。
【０１３１】
　[0140]ブロック１８０５において、ＵＥ１１５は、共有周波数帯域中にＰＣｅｌｌと少
なくとも１つのＳＣｅｌｌとを含むサービングセルのセットを備える構成に従う通信のた
めに構成され得る。いくつかの例では、ブロック１８０５の動作は、図１０を参照しなが
ら説明したように、ＣＡ構成マネージャ１００５によって実施され得る。
【０１３２】
　[0141]ブロック１８１０において、ＵＥ１１５は、図２～図８を参照しながら説明した
ように、サービングセルのセットのサブセットに関連する周波数間測定期間を決定し得る
。周波数間測定期間は、図６を参照しながら説明したように、自律的ギャップであり得る
か、既知のデータバーストギャップ中に実施され得るか、または構成されたＬＡＡ測定ギ
ャップであり得る。
【０１３３】
　[0142]ブロック１８１５において、ＵＥ１１５は、共有周波数帯域の少なくとも１つの
ネイバー周波数の信号量を測定し、それと同時に、周波数間測定期間中にＰＣｅｌｌ上で
サービングｅＮＢと通信し得る。いくつかの例では、ブロック１８１５の動作は、図９を
参照しながら説明したように、測定マネージャ９２５によって実施され得る。
【０１３４】
　[0143]ブロック１８２０において、ＵＥ１１５は、周波数間測定期間から決定された共
有スペクトルのネイバーセルをサービングｅＮＢに報告し得る。報告は、たとえば、図３
および図７を参照しながら説明したように実施され得る。いくつかの例では、ブロック１
８１５の動作は、図１９を参照しながら説明したように、報告マネージャ９３０によって
実施され得る。
【０１３５】
　[0144]このようにして、方法１４００、１５００、１６００、１７００、および１８０
０は、ＬＡＡのためのＲＲＭ測定および報告を提供し得る。方法１４００、１５００、１
６００、１７００および１８００は可能な実装形態を表すこと、ならびに動作およびステ
ップは、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更
され得ることに留意されたい。いくつかの例では、方法１４００、１５００、１６００、
１７００および１８００のうちの２つまたはそれ以上からの態様が組み合わされ得る。
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【０１３６】
　[0145]本明細書の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、
適用可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説
明した要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に、様々な手
順または構成要素を省略、置換、または追加し得る。また、いくつかの例に関して説明し
た特徴は、他の例において組み合わされ得る。
【０１３７】
　[0146]本明細書で説明した技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムなど、
様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネットワー
ク」という用語はしばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００
、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ
２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ
－２０００リリース０およびＡは、通常、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる
。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、通常、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速
パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ
（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用
グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシ
ステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ
）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商
標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得る。Ｕ
ＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム
（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴ
Ｅ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新
しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ａ、および
モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）は、「第３世代パートナーシッププロジェ
クト」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００および
ＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体か
らの文書に記載されている。本明細書で説明した技法は、上述のシステムおよび無線技術
ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。ただし、本明細書の説明では、例
としてＬＴＥシステムについて説明し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用さ
れるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
【０１３８】
　[0147]本明細書で説明したようなネットワークを含む、ＬＴＥ／ＬＴＥ－ａネットワー
クでは、基地局について説明するためにｅＮＢという用語が概して使用され得る。本明細
書で説明した１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプのｅＮＢが様々
な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－ａネットワークを含み得る。
たとえば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプのセ
ルに通信カバレージを与え得る。
【０１３９】
　[0148]基地局は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシ
ーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何
らかの他の好適な用語を含み得るか、またはそのように当業者によって呼ばれることがあ
る。基地局の地理的カバレージエリアは、カバレージエリアの一部分のみを構成するセク
タに分割され得る。本明細書で説明した１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異
なるタイプの基地局（たとえば、マクロセル基地局またはスモールセル基地局）を含み得
る。本明細書で説明したＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局など
を含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る
。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリアがあり得る。
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【０１４０】
　[0149]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、サービスに加入しているＵＥによるネットワークプロバイダとの無制
限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較されるとき、マクロセル
と同じまたは異なる（たとえば、認可、共有など）周波数帯域において動作し得る低電力
基地局である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセル、フェムトセル、およびマ
イクロセルを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネッ
トワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る
。また、フェムトセルは、小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェム
トセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅
内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを与え得る。マクロセルのための
ｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのためのｅＮＢは、スモール
セルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅ
ＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セル（たとえば、コン
ポーネントキャリア）をサポートし得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、
リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信すること
が可能であり得る。
【０１４１】
　[0150]本明細書で説明したＤＬ送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、ＵＬ送
信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。たとえば、図１および図２のワイヤレス通
信システム１００および２００を含む、本明細書で説明した各通信リンクは、１つまたは
複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサブキャリアからなる信号（た
とえば、異なる周波数の波形信号）であり得る。各被変調信号は、異なるサブキャリア上
で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報
、ユーザデータなどを搬送し得る。本明細書で説明した通信リンク（たとえば、図１の通
信リンク１２５）は、（たとえば、対スペクトルリソースを使用する）ＦＤＤ動作または
（たとえば、不対スペクトルリソースを使用する）ＴＤＤ動作を使用して、双方向通信を
送信し得る。ＦＤＤ（たとえば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（たとえば、フレ
ーム構造タイプ２）のためのフレーム構造が定義され得る。
【０１４２】
　[0151]添付の図面に関して本明細書に記載された説明は、例示的な構成について説明し
ており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入るすべての例を表すとは限らない。本
明細書で使用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例示の働きをすること
」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説明は、
説明した技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は、これ
らの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念を不明瞭
にすることを回避するために、よく知られている構造およびデバイスはブロック図の形式
で示される。
【０１４３】
　[0152]本明細書で説明した情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれか
を使用して表され得る。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令
、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁
場もしくは磁気粒子、光場もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され
得る。
【０１４４】
　[0153]本明細書の本開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびマネージャは
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡもしくは他
のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェ
ア構成要素、または本明細書で説明した機能を実施するように設計されたそれらの任意の
組合せを用いて実装または実施され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得
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るが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組
合せ（たとえば、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）とマイクロプロセッサとの組合せ、
複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ
、または任意の他のそのような構成）としても実装され得る。
【０１４５】
　[0154]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。プロセッサによって
実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコード
としてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送
信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内および添付の特許請求の範囲内に
入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロセッサによっ
て実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、また
はこれらのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はまた、機能
の部分が異なる物理ロケーションにおいて実装されるように分散されることを含めて、様
々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用され
る場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうちの１つま
たは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、たとえば、Ａ、
Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つの列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡ
ＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような包括的列
挙を示す。
【０１４６】
　[0155]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信
媒体の両方を含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセス
され得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュー
タ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥ
ＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスクスト
レージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令また
はデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され
得、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセス
され得る任意の他の非一時的媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュ
ータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバ
ーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およ
びマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモ
ートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、
デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレ
ス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディス
ク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デ
ジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）お
よびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は
、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再
生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１４７】
　[0156]本明細書の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるように与
えられる。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義され
た一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したが
って、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく、本明細書で
開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
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　［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）において、共有周波数帯域の１つまたは複数の周波数チャネルのた
めの無線リソース管理（ＲＲＭ）測定構成を受信することと、前記ＲＲＭ測定構成が、前
記１つまたは複数の周波数チャネルのための少なくとも１つのチャネル占有測定パラメー
タを備える、
　前記少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータに従って前記１つまたは複数の周波
数チャネルのための少なくとも１つのチャネル占有メトリックを決定することと、
　サービングセルに前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックを報告することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
　［Ｃ２］
　前記少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータが、受信信号強度インジケータ（Ｒ
ＳＳＩ）観測期間、ＲＳＳＩ測定期間、ＲＳＳＩしきい値、１つまたは複数のフィルタ処
理パラメータ、あるいはそれらの組合せを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックは、ＲＳＳＩ測定値が前記ＲＳＳＩ観測
期間にわたって前記ＲＳＳＩしきい値を上回る時間の割合を示す、Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックが、前記ＲＳＳＩ観測期間にわたって平
均ＲＳＳＩまたはフィルタ処理ＲＳＳＩのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２に記載の
方法。
　［Ｃ５］
　前記ＲＳＳＩ観測期間は、物理レイヤがＲＳＳＩの測定値を報告する連続数のシンボル
を備える、Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記ＲＳＳＩ観測期間が、少なくとも１つのＲＳＳＩ測定期間を備える、Ｃ２に記載の
方法。
　［Ｃ７］
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックを報告することが、１つまたは複数のサ
ービングセル、１つまたは複数の周波数内ネイバーセル、あるいはそれらの組合せについ
て報告することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックが、共有周波数帯域の少なくとも１つの
ネイバー周波数について信号量を測定しながら、それと同時に１次セルを介してサービン
グ基地局と通信することを備えると決定すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記１つまたは複数の周波数チャネルのための前記少なくとも１つのチャネル占有メト
リックが、サービングセルからの１つまたは複数の発見基準信号（ＤＲＳ）送信を含む時
間期間について決定され、ここにおいて、前記決定することが、前記１つまたは複数のＤ
ＲＳ送信についての測定された受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）から前記サービン
グセルに関連する基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）を減算することを備える、Ｃ１に記載の
方法。
　［Ｃ１０］
　共有周波数帯域の少なくとも１つの周波数チャネルのチャネル選択のための少なくとも
１つのチャネル占有メトリックを報告するために少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）を
基地局によって構成することと、ここにおいて、前記構成することが、前記少なくとも１
つの周波数チャネルのための少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータを示す前記少
なくとも１つの周波数チャネルのためのそれぞれの無線リソース管理（ＲＲＭ）測定構成
を送ることを備える、
　前記少なくとも１つのＵＥから、前記それぞれのＲＲＭ測定構成に従って決定された前
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記少なくとも１つのチャネル占有メトリックを受信することと、
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックに少なくとも部分的に基づいて前記基地
局の２次セルのための周波数チャネルを識別することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
　［Ｃ１１］
　前記少なくとも１つのチャネル占有測定パラメータが、受信信号強度インジケータ（Ｒ
ＳＳＩ）観測期間、ＲＳＳＩ測定期間、ＲＳＳＩしきい値、１つまたは複数のフィルタ処
理パラメータ、あるいはそれらの組合せを備える、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックは、ＲＳＳＩ測定値が前記ＲＳＳＩ観測
期間にわたって前記ＲＳＳＩしきい値を上回る時間の割合を示す、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックが、前記ＲＳＳＩ観測期間にわたって平
均ＲＳＳＩまたはフィルタ処理ＲＳＳＩのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１１に記載
の方法。
　［Ｃ１４］
　前記ＲＳＳＩ観測期間は、物理レイヤがＲＳＳＩの測定値を報告する連続数のシンボル
を備える、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　前記ＲＳＳＩ観測期間が、少なくとも１つのＲＳＳＩ測定期間を備える、Ｃ１１に記載
の方法。
　［Ｃ１６］
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックが、１つまたは複数のサービングセル、
１つまたは複数の周波数内ネイバーセルについて報告することを備えると報告することを
さらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１７］
　少なくとも１つの周波数チャネルのためのチャネル選択支援のための測定値を報告する
ために少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）を基地局によって構成するための手段と、こ
こにおいて、前記構成することが、前記少なくとも１つの周波数チャネルについてのチャ
ネル占有に関連する少なくとも１つのパラメータを示す前記少なくとも１つの周波数チャ
ネルのためのそれぞれの無線リソース管理（ＲＲＭ）測定構成を送ることを備える、
　前記少なくとも１つのＵＥから、前記ＲＲＭ測定構成に従って測定された少なくとも１
つのチャネル占有メトリックを受信するための手段と、
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックに少なくとも部分的に基づいて前記基地
局の２次セルのための周波数チャネルを識別するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　［Ｃ１８］
　前記ＲＲＭ測定構成が、前記少なくとも１つの周波数チャネルに関連する少なくとも１
つのＲＳＳＩ測定パラメータを備え、前記少なくとも１つのＲＳＳＩ測定パラメータが、
ＲＳＳＩ観測期間、ＲＳＳＩ測定期間、ＲＳＳＩしきい値、またはそれらの組合せを備え
、ここにおいて、構成するための前記手段は、前記ＲＳＳＩ観測期間にわたる平均ＲＳＳ
Ｉ、または前記少なくとも１つの周波数チャネルのＲＳＳＩ測定値が前記ＲＳＳＩ観測期
間にわたって前記ＲＳＳＩしきい値を上回る時間量のインジケータ、あるいはそれらの組
合せを前記装置に報告させる、Ｃ１７に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　前記ＲＳＳＩ観測期間が、少なくとも１つのＲＳＳＩ測定期間を備える、Ｃ１８に記載
の装置。
　［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのチャネル占有メトリックは、ＲＳＳＩ測定値が前記ＲＳＳＩ観測
期間にわたって前記ＲＳＳＩしきい値を上回る時間の割合を示す、Ｃ１８に記載の装置。
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　［Ｃ２１］
　共有周波数スペクトル帯域の少なくとも１つの周波数チャネルを利用するキャリアアグ
リゲーション構成を有するユーザ機器（ＵＥ）において、前記少なくとも１つの周波数チ
ャネルのための拡張ＤＭＴＣウィンドウを備える拡張発見基準信号（ＤＲＳ）測定タイミ
ング構成（ＤＭＴＣ）を受信することと、
　前記少なくとも１つの周波数チャネルについて、前記拡張ＤＭＴＣウィンドウにわたっ
てネイバーセルによるＤＲＳ送信について探索を実施することと、
　前記探索の結果をサービング基地局に報告することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
　［Ｃ２２］
　前記拡張ＤＭＴＣウィンドウが、探索期間またはウィンドウ持続時間のうちの少なくと
も１つで構成される、Ｃ２１に記載の方法。
　［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つの周波数チャネルを介したサービングセルまたはネイバーセルから
の前記ＤＲＳが、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）手順に従う、Ｃ２１に記載の方法。
　［Ｃ２４］
　前記探索の前記結果が、少なくとも１つの周波数内ネイバーセルについての少なくとも
１つの測定値、前記少なくとも１つの周波数内ネイバーセルの識別子の少なくとも１つの
指示、あるいはそれらの組合せを備える、Ｃ２１に記載の方法。
　［Ｃ２５］
　前記探索が、前記拡張ＤＭＴＣウィンドウ内の構成された時間位置において少なくとも
１つのサービング２次セルＤＲＳについて探索することを備える、Ｃ２１に記載の方法。
　［Ｃ２６］
　前記探索が、前記拡張ＤＭＴＣウィンドウ内の構成された時間位置に関連しない少なく
とも１つのネイバーセルＤＲＳについて探索することを備える、Ｃ２１に記載の方法。
　［Ｃ２７］
　前記拡張ＤＭＴＣウィンドウが、拡張ＤＭＴＣ探索期間および拡張ＤＭＴＣウィンドウ
持続時間で構成される、Ｃ２１に記載の方法。
　［Ｃ２８］
　前記拡張ＤＭＴＣウィンドウ持続時間は、１つのＤＭＴＣ期間の持続時間に等しい、Ｃ
２７に記載の方法。
　［Ｃ２９］
　前記探索が、前記サービング基地局による要求時に実施される、Ｃ２７に記載の方法。
　［Ｃ３０］
　前記ＵＥが、前記要求によって指定された持続時間にわたってＤＲＳ送信について探索
を実施する、Ｃ２９に記載の方法。
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